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休 室 日　休館日以外に次の日が休室となります。
　　　　　　　 2階第一、第二資料室：日曜日
　　　　　　　 3階本のミュージアム：展示会準備期間

〒113－0021　東京都文京区本駒込 2－28－21
電話　03（3942）0122（代表）

東洋学の発展を目的とする専門図書館。
アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています。
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りいたします。本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には、
事前に当館総務部総務課に連絡してください。本誌517号以降、PDF版を当館ホームページ
（http://www.ndl.go.jp ―「刊行物」―「国立国会図書館月報」）でご覧いただけます。
 表紙　中性紙使用　　
 本文　中性再生紙使用
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『神聖ローマ帝国議会・決議・制定法令大全』

　本書は、1356年のニュールンベルク帝国議会から1654年のレーゲンスブルク帝国議
会までの神聖ローマ帝国の全帝国議会（ライヒスターク）における決議と制定法令を
収めた書物で、1660年にマインツで刊行された。
　帝国議会は、皇帝が 7人の選帝侯による選挙で選ばれる関係上、一つの都市に固定
されることなく、神聖ローマ帝国領内の各都市で持ちまわりで開催された。それらの
帝国議会で歴史上名高いのが、1521年にヴォルムスで開催された、いわゆるヴォルム
ス帝国議会で、マルチン・ルターが皇帝カール 5世からの著書撤回の要求をはねつけ、
「われここに立つ。神よ、われを助け給え。」と言明したことで知られる。また、1555
年のアウクスブルクの帝国議会では、帝国内の諸侯がカトリックとルター派のいずれ
かを選ぶことができるという、事実上のプロテスタント容認の決定がなされた。これ
らの歴史上重要な帝国議会での決議も、本書に収録されている。
　その後、帝国議会はドナウ河流域の交通の要衝であるレーゲンスブルクで開催され
ることが多くなり、1663年以降帝国議会の開催地はレーゲンスブルクに固定された。
　本書に収録された、神聖ローマ皇帝カール 4世の『金印勅書』（1356年）を始めと
する各帝国議会の決議（Abschiede）や制定法令（Satzungen）は、16世紀に何度か
公刊された帝国議会の議決・制定法令集にすでに収録されているものも多いので、史
料を読む目的だけならば、本書以外のものでも事足りるであろう。しかし、本書収録
の史料の中には、1529年のシュパイアー帝国議会における再洗礼派禁止に関する決議 
（本書210-211ページ）のように、今日でも学術論文に引用されているものもあり、本
書の持つ学術的価値はいまだに失われていないようである。 
　本書にはいくつか異版があるが、ドイツ語圏の蔵書データベース（GBV、BVB、
VD17）によれば、ドイツのビーレフェルト大学図書館、ハレ大学図書館とベルリン
のドイツ国立図書館が、掲出本に近い版本を所蔵しているようである。
　本書には増補版としてマインツで刊行の1692年版、フランクフルトで刊行の1707年
版およびマインツで刊行の1720年版があり、各版本の所蔵館は次の通りである。
　1692年版：九州大学図書館、バイエルン州立図書館、ミュンヘン大学図書館他 9館
　1707年版：北海道大学図書館、プロイセン文化財団ベルリン国立図書館他 7館
　1720年版：英国図書館、オーストリア国立図書館他 2館
　Aller dess Heiligen Römischen Reichs gehaltene Reichstäge, Abschiede und 
Satzunge〔n〕: sambt andern käyserlichen und königlichen Constitutionen, als Gülden
Bull（Lateinisch und Teutsch） so dan die Religion= und Landfrieden Policey...
nunmehr auss den Originalien von newem collationirt, fleissig übersehen, mit
unterschiedlichen noch nie in Truck aussgelassenen Reichs=Abschieden...vermehrt.
Mäyntz, Nicolao Heyll, 1660. 1030, 101, 44 p.; fronts. ; 33 cm. Rebound in quarter 
leather. （当館請求記号YP1-45）
　1979年購入。故W.ウェーバー教授旧蔵書（本誌第217（1979年 4 月）号32ページ参照）。
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国
立
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　

平
成
一
八
年
一
二
月
七
日
（
木
）、当
館
東
京
本
館
に
お
い
て
、「
国

立
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム―

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
知
る
、
活
用
す
る
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
当
館
が
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
コ

ン
テ
ン
ツ
を
、
担
当
職
員
が
一
堂
に
紹
介
す
る
と
い
う
初
の
催
し
で

あ
っ
た
。

　

当
館
で
は
、
国
会
会
議
録
や
法
令
索
引
を
初
め
と
す
る
国
会
の
情

報
、
五
、〇
〇
〇
万
件
に
及
ぶ
図
書･

雑
誌
の
所
在
情
報
、
貴
重
書
や

明
治
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
大
多
数
の
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
、
各
種

情
報
を
調
査
す
る
た
め
の
情
報
源
な
ど
、
膨
大
な
量
、
ま
た
多
岐
に

わ
た
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
こ
れ
ま
で
に
集
積
し
、
発
信
し
て
き
て
い

る
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、必
ず
し
も
十
分
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
、

国
立
国
会
図
書
館
作
成
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
、

使
い
方
、
知
っ
て
い
る
と
便
利
な
ヒ
ン
ト
等
を
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
し
た
も
の
で

あ
る
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
紹
介
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
コ
ン
テ
ン
ツ
の

詳
細
は
一
三
〜
一
〇
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

当
日
は
三
○
○
名
近
い
参
加
者
が
来
場
。
会
場
に
は
国
際
交
流
基

金
と
当
館
と
で
共
催
し
た
日
本
研
究
情
報
専
門
家
研
修
へ
参
加
す
る

た
め
来
日
し
た
海
外
一
一
か
国
か
ら
の
研
修
生
の
姿
も
あ
っ
た
。
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
聴
講
を
取
り
入
れ

た
た
め
で
あ
る
。

特集　国立国会図書館の電子情報発信

　昨年、当館が発信する電子情報を紹介する初の試みとして、国立国会図書館デー
タベースフォーラムを開催いたしました。この特集では、データベースフォーラ
ムの報告とともに当日の発表から一部抜粋して国立国会図書館の電子図書館サー
ビスについてご紹介します。併せて、データベースフォーラムに参加していただ
いた有識者、図書館員の方にも感想を寄稿していただきました。
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お
も
な
参
加
者
の
内
訳
は
、
図
書
館
員
が
五
三
％
、
研
究
職
・
技

術
職
の
会
社
員
・
公
務
員
が
一
二
％
、
事
務
職
の
会
社
員
・
公
務
員

が
一
四
％
で
あ
っ
た
。

　

当
日
は
、
約
二
〇
人
の
担
当
職
員
が
、
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
コ
ン

テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
や
検

索
等
の
操
作
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
に

質
疑
応
答
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
会
場
脇
の
ス
ペ
ー
ス
に
複
数
台
の

パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、
参
加
者
に
、
当
館
が
発
信
す
る
電
子
情
報
に

直
接
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
。
休
憩
時
間
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
終

了
後
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
抱
い
た
疑
問
等
を
、
担
当
職
員
に
熱
心
に

質
問
す
る
参
加
者
の
姿
も
見
え
た
。

　

四
部
で
構
成
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
一
部
は
「
国
会
情
報
を
活
用

す
る
」
と
題
し
、
国
会
会
議
録
、
帝
国
議
会
会
議
録
等
、
国
政
審
議

を
調
査
す
る
た
め
に
有
用
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
紹
介
。
第
二
部
は
、

「
図
書
館
を
使
い
こ
な
す
」
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ―
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
国

立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム
）、
ア
ジ
ア
言
語
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ
と
い
う
当
館
所
蔵
資
料
の
検
索
ツ
ー
ル
の
紹
介
と
、
和
図
書
の

総
合
目
録
で
あ
る
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
充
て
た
。
第
三
部
「
ウ
ェ
ブ
情
報
探
索
／
発
見
術
」

で
は
、
情
報
の
探
索
、
調
査
に
役
立
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
コ
ン
テ
ン

ツ
を
紹
介
し
た
。
最
後
の
第
四
部
で
は
「
広
が
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
世
界
」
と
し
て
、
当
館
の
電
子
図
書
館
事
業
の
う
ち
、
資
料

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
、
組
織
化
、
保
存
を
推
進

す
る
事
業
、
複
数
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
検
索
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

第
一
部
か
ら
第
四
部
ま
で
、
計
六
時
間
に
及
ぶ
長
丁
場
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
聴
講

さ
れ
た
参
加
者
が
大
多
数
を
占
め
た
。
当
初
、
会
場
出
入
り
自
由
を

想
定
し
て
い
た
た
め
、
休
憩
時
間
を
多
く
は
設
け
な
か
っ
た
。
今
後

の
開
催
に
向
け
て
、
運
営
上
の
課
題
が
残
っ
た
。

　

配
布
資
料
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。（「
国

立
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
関
連
資
料http://

w
w
w
.ndl.go.jp/jp/publication/proceedings/index.htm

l

）

 

（
総
務
部
企
画
課
）

（
情
報
化
社
会
の
中
で
）

　

今
、
大
き
く
図
書
館
界
は
動
い
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
出
現
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
情
報
流
通
の
方
法
が
大
き
く
変
わ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
だ
け
に
依
存
す
る
人
々
も
出
て
き
て

お
り
、
図
書
館
や
図
書
館
員
の
在
り
方
や
存
在
意
義
す
ら
問
わ
れ
る

国
立
国
会
図
書
館
の
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス 

植　

月　

献　

二　
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よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
唯
一
の
国
立
図
書

館
で
あ
る
当
館
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
べ
き
か
。

　

翻
っ
て
、
図
書
館
と
は
何
か
、
図
書
館
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
の

は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
べ
き
な
の
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
図
書
館
と
は
」
と
ひ
っ
く
る
め
て
論
じ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
、
学
校
、
専
門
図
書
館
な
ど
、

対
象
と
す
る
人
々
が
違
え
ば
、
提
供
す
る
情
報
も
備
え
る
べ
き
機
能

も
異
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
国
立
図
書
館
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

我
が
国
の
国
立
図
書
館
で
あ
る
当
館
に
は
、
納
本
制
度
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
国
内
で
出
版
物
を
発
行
し
た
場
合
に
は
当
館
に
納
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
国
立
図
書
館
と

い
う
も
の
は
、
そ
の
国
の
図
書
館
の
代
表
と
し
て
、
国
民
の
知
的
活

動
の
成
果
を
広
く
網
羅
的
に
収
集
し
保
存
し
、
末
永
く
国
民
の
利
用

に
供
す
る
の
で
す
。
し
か
し
、
利
用
す
れ
ば
劣
化
す
る
の
が
定
め
で

す
か
ら
、
利
用
と
保
存
と
い
う
矛
盾
し
た
二
つ
の
課
題
を
国
立
図
書

館
は
抱
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
図
書
館
に
関
す
る
基
本
的
な
設
問
を
三
つ
用
意
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
図
書
館
と
い
う
の
は
、

　

・
ど
の
よ
う
な
媒
体
を
扱
う
べ
き
な
の
か

　

・
ど
の
よ
う
な
内
容
の
情
報
を
扱
う
べ
き
な
の
か

　

・
ど
の
よ
う
に
情
報
を
提
供
す
べ
き
な
の
か

（
ど
の
よ
う
な
媒
体
を
扱
う
べ
き
な
の
か
）

　

人
間
の
意
思
の
伝
達
や
文
化
を
支
え
る
手
段
や
媒
体
は
、
時
代
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
原
始
に
お
い
て
は
音
や
動
作
か
ら
始

ま
り
、
や
が
て
石
、
粘
土
、
植
物
、
動
物
の
皮
、
そ
し
て
紙
な
ど
の

物
質
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
代
に
な
る
と
、
そ
の

種
類
も
多
様
化
し
、
音
声
・
画
像
も
、
蝋
管
、
レ
コ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
、

Ｃ
Ｄ
、
動
画
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
に
記
録
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
媒
体
の
変
遷
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、
す
で
に
廃
れ
て
い
る
媒

体
も
多
く
あ
り
ま
す
。
今
後
も
技
術
は
発
達
を
続
け
る
で
し
ょ
う
。

伝
達
す
る
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
に
加
え
、
香
り
や
手
触
り
な
ど
、
人

間
の
五
感
に
訴
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
記
録
さ
れ
伝
達
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
昔
か
ら
物
質
に
刻
ま
れ
た
記
録
を
保
存
し
て
き
ま
し
た

が
、
印
刷
技
術
が
発
明
さ
れ
沢
山
の
複
製
、
つ
ま
り
出
版
と
い
う
行

為
が
広
が
っ
て
き
て
か
ら
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
世
の
中
に

強
い
影
響
を
与
え
て
き
た
図
書
を
中
心
に
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。
国
立
国
会
図
書
館
も
、
設
立
さ
れ
た
時
点
か
ら
は
国
立
国

会
図
書
館
法
に
し
た
が
っ
て
国
や
国
民
の
出
版
物
を
「
公
用
あ
る
い

は
文
化
財
の
蓄
積
」
と
し
て
収
集
保
存
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
納

本
で
す
。
そ
し
て
、
電
子
資
料
が
出
て
く
る
と
、
当
館
は
ビ
デ
オ
や

Ｃ
Ｄ
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
も
納
本
の
対
象
に
組
み
入

れ
て
き
た
の
で
す
。
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し
か
し
、
媒
体
そ
の
も
の
は
永
久
に
蓄
積
保
存
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
文
化
的
背
景
と
し
て
記
録
媒
体
の
保
存
は
大
事
で
す

が
、い
つ
か
は
劣
化
に
よ
り
媒
体
そ
の
も
の
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

そ
う
な
る
前
に
内
容
情
報
の
保
存
・
提
供
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
媒
体
が
異
な
れ
ば
同
じ
内
容
の
も
の
で
も
収
集
す
る
べ
き

で
し
ょ
う
か
。
今
で
は
、
ひ
と
つ
の
著
作
が
冊
子
体
や
、
Ｃ
Ｄ
や
、

録
音
資
料
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
媒
体
で
出
版
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
発
信
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
開
が
な
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
図
書
館
は
そ
れ
ら
す
べ
て
を
収
蔵
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
す
で
に
社
会
基
盤
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
は
ど
う
す
る
の
か
。
国
が
責
任
を
持
っ
て
こ
れ
ら
を

集
め
な
け
れ
ば
、
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
当
館
で
は
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
選
択
的
蓄
積
事
業
）
と
い
う
事
業
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
の
一
部
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
情
報
通
信
技
術
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
デ
ー
タ
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
な
ど
も
新
し
く
出
現
し
て
は
廃
れ
て
い
き
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
も
再
現
で
き
る
よ
う
に
、
収
集
段
階
か
ら
保

存
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
環
境
な
ど
の
情
報
を
記
録
し
て
保
存
す
る
た

め
の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
当
館
は
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
当
館
単
独
で
で
き
る
こ
と
は
そ
う
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
関
係
機
関
の
協
力
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

と
も
あ
れ
、
図
書
館
が
、
物
理
的
な
媒
体
だ
け
に
着
目
し
て
い
れ

ば
よ
い
と
い
う
時
代
は
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
ど
の
よ
う
な
内
容
の
情
報
を
扱
う
の
か
？
）

 

人
間
に
は
、
脳
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
情
報
を
蓄
え
る
器
官
と

し
て
は
と
て
も
足
り
ま
せ
ん
の
で
何
か
に
記
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
他
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
や
、

多
く
の
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
に

よ
っ
て
意
思
を
表
出
し
て
伝
達
し
ま
す
。
図
書
館
は
、
一
種
の
外
部

記
憶
装
置
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
で
は
、
人
類

の
記
録
の
す
べ
て
を
、
図
書
館
に
収
納
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
か
ら
そ
の
時
代
の
人
た
ち
は
、
今
日
ま
で
に
、「
重
要
な
」
記

録
を
保
存
し
て
き
ま
し
た
。
近
代
で
は
、
博
物
館
や
美
術
館
、
工
芸

館
、
公
文
書
館
そ
し
て
図
書
館
な
ど
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
収
蔵
能
力
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
結
局
、
何

が
重
要
な
物
か
選
別
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

価
値
や
蓄
積
さ
れ
る
場
所
を
考
え
ず
に
列
挙
す
る
な
ら
ば
、
人
類

は
、
道
具
、
美
術
工
芸
、
彫
刻
、
絵
画
、
日
記
、
書
籍
、
雑
誌
、
新
聞
、

映
画
、
ゲ
ー
ム
、
ビ
デ
オ
、
音
楽
、
ニ
ュ
ー
ス
、
ブ
ロ
グ
、
電
子
メ
ー

ル
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
物
や
情
報
を
生
成
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
し
か
な
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
複
製
物
を

沢
山
つ
く
っ
て
頒
布
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
価

値
評
価
も
様
々
で
す
。
書
籍
の
出
版
に
お
い
て
は
、
一
定
の
価
値
判

断
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
極
め
て

低
い
ハ
ー
ド
ル
で
簡
単
に
発
信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
大
き
な
利
点
で
あ
る
一
方
で
、
内
容
の
信
憑
性
が
問
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わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
的
な
情
報
か
公
開
情
報
で
あ
る
か
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
を
保
存
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
い
さ

さ
か
乱
暴
で
す
が
、
ひ
と
つ
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
価
値
あ

り
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
に
収
蔵
さ
れ

る
傾
向
に
あ
り
、
一
方
、
図
書
館
に
は
、
主
と
し
て
世
の
中
に
影
響

を
与
え
た
複
製
物
つ
ま
り
出
版
物
を
、
そ
の
時
代
の
記
録
と
し
て
蓄

積
し
提
供
し
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
問
題
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
は
、
玉
石
混
交
と
い
わ
れ

な
が
ら
、
重
要
な
社
会
基
盤
に
な
っ
て
お
り
、
良
く
も
悪
く
も
世
の

中
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
私
的
な
情
報
や
違
法
な
も
の
も

存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
う
ち
何
を
、
未
来
の
利
用
者
の
た
め

に
国
と
し
て
保
存
し
て
い
く
の
か
が
当
館
の
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
れ
が
、
図
書
館
に
求
め
ら
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
何
か
と
い

う
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
国
立
の
図
書
館
の
責
任
と
い
う
も
の
が
問

わ
れ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
て
、
最
後
の
設
問
で
す
。

（
図
書
館
は
ど
の
よ
う
に
情
報
提
供
す
る
べ
き
か
？
）

　

情
報
通
信
技
術
が
、
保
存
す
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
生
産
す

る
一
方
で
、
そ
の
技
術
そ
の
も
の
が
図
書
館
の
情
報
提
供
の
あ
り
よ

う
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

つ
い
数
年
前
ま
で
は
、「
国
立
国
会
図
書
館
は
使
い
に
く
い
」
と

い
っ
た
声
を
良
く
聞
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス

や
来
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
な
ど
の
努
力
を
評
価
し
て
い
た
だ
い

て
、
激
励
の
言
葉
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

努
力
の
成
果
を
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ
け

で
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
四
年
前
の
関
西
館
開
館
を
契
機
と
し
て
本
格

的
に
始
め
た
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ひ
と
つ
し
か
な
い
国
立
国
会
図
書
館
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
が
使
え

る
図
書
館
に
し
て
い
き
た
い
と
頑
張
っ
て
き
た
成
果
で
す
。

　

そ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
遠
方
か
ら
で
も
、

　

・
当
館
が
何
を
所
蔵
し
て
い
る
か
が
判
る

　

・
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
蔵
書
を
閲
覧
で
き
る

　

・
資
料
情
報
に
到
達
す
る
た
め
の
支
援
情
報
が
得
ら
れ
る

　

・ 

デ
ジ
タ
ル
と
し
て
生
成
さ
れ
た
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
が
保
存
さ
れ

閲
覧
で
き
る

　

と
い
う
こ
と
で
す
。
加
え
て
、
当
館
の
持
つ
情
報
だ
け
で
な
く
、

他
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
情
報
を
も
横
断
し
て
一
元
的
に
検
索

し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
館
は
今
後
も
、
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
対
し
て
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
・
案
内
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
う
え
つ
き　

け
ん
じ　

総
務
部
企
画
課
電
子
情
報
企
画
室
長
）
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デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
意
義

　

平
成
一
二
（
二
○
○
○
）
年
以
降
、国
立
国
会
図
書
館
（
Ｎ

Ｄ
Ｌ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
作
成
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
や
情
報
源
（
以
下
、
Ｄ
Ｂ
と
総
称
す
る
）
が
、
積

極
的
に
一
般
公
開
・
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
Ｄ
Ｂ
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
者
に
よ
っ
て
、

多
様
な
調
査
研
究
を
進
め
る
際
の
重
要
な
情
報
源
と
し
て
利

用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
員
が
自
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
際
に
、
必
須
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
学
教
育
で
は
、

図
書
館
情
報
学
教
育
の
講
義
・
演
習
を
始
め
と
し
て
、
調
査

研
究
法
に
関
す
る
専
門
科
目
や
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
関
連
科
目

を
通
じ
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
Ｄ
Ｂ
の
利
用
方
法
が
教
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

　

近
年
、Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
Ｄ
Ｂ
の
種
類
は
急
速
に
増
加
し
て
お
り
、

す
で
に
公
開
さ
れ
た
Ｄ
Ｂ
の
場
合
で
も
、
収
録
範
囲
や
収
録

内
容
が
拡
大
し
、
検
索
方
法
や
利
用
方
法
の
変
更
が
生
じ
て

い
る
。
各
種
の
Ｄ
Ｂ
に
は
、
利
用
の
手
引
き
、
利
用
方
法
、

ヘ
ル
プ
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｂ
を
利
用
す
る
多
様

な
利
用
者
に
対
し
て
、
Ｄ
Ｂ
の
効
果
的
な
活
用
を
支
援
す
る

配
慮
（
工
夫
）
が
求
め
ら
れ
る
段
階
に
来
て
い
る
。

　

昨
年
一
二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
作
成
の
二
○
種
類
の
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て
、
担

当
職
員
が
計
六
時
間
に
渡
っ
て
一
般
利
用
者
（
三
百
人
）
向

け
に
紹
介
す
る
と
い
う
初
の
企
画
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
Ｄ

Ｂ
利
用
の
普
及
・
推
進
を
図
る
上
で
、
時
機
を
得
た
画
期
的

な
試
み
で
あ
り
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
歴
史
に
お
い
て
も
重
要
な
足
跡

と
な
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

今
後
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
対
す
る
期
待

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
優
れ
た
企
画
で
あ
っ
た

が
、
初
の
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、
説
明
内
容
と
実
施
準
備
の

点
で
少
し
物
足
り
な
い
面
が
あ
っ
た
。
六
時
間
で
多
数
の
Ｄ

Ｂ
を
均
等
に
紹
介
し
た
結
果
、
一
部
の
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て
は
、

説
明
時
間
が
不
足
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
Ｄ
Ｂ
の
説
明
が
盛

り
沢
山
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
の
配
布
資
料
の
記

述
内
容
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
参
加
者
と
し
て
非
常

に
残
念
に
感
じ
た
点
で
あ
る
。
関
連
資
料
は
、
一
二
月
一
五

日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
、閲
覧
可
能
に
な
っ
た
が
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
充
実
・
発
展
へ
の
期
待

国
立
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

大
庭　

一
郎
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今
後
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
参
加
者
に
配
慮
し
た
配
布
資
料

の
作
成
を
希
望
し
た
い
。フ
ォ
ー
ラ
ム
を
定
期
的
に
開
催
し
、

Ｄ
Ｂ
の
説
明
資
料
と
説
明
方
法
が
整
備
・
蓄
積
さ
れ
て
い

く
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
冊
子
体
の
刊
行
、
Ｄ
Ｂ

化
、遠
隔
学
習
教
材
の
作
成
等
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
す
る
際
は
、
複
数
会
場
で
の
開
催
（
東

京
本
館
と
関
西
館
）、
利
用
対
象
別
の
テ
ー
マ
設
定
（
例
：

図
書
館
職
員
）
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
は
、
有
益
な
情
報
源
を
継
続
刊
行
し
て
き
た

優
れ
た
実
績
が
あ
る
。『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
国
内
逐
次

刊
行
物
総
目
次
・
総
索
引
一
覧　

平
成
七
年
一
月
末
現
在
』

（
一
九
九
五
）
の
よ
う
な
既
存
刊
行
物
の
デ
ー
タ
を
Ｄ
Ｂ
化

し
、
提
供
・
更
新
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
あ
る
。

（
お
お
ば　

い
ち
ろ
う　

筑
波
大
学
大
学
院
図
書
館
情
報
メ

　

デ
ィ
ア
研
究
科
講
師
）

　

一
二
月
七
日
、
国
立
国
会
図
書
館
で
行
わ
れ
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
。
二
〇
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

が
紹
介
さ
れ
、
た
い
へ
ん
密
度
の
濃
い
一
日
だ
っ
た
。
特
に

「
テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内
」
は
、
都
立
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
よ
く
利
用
し
て
い
る
た
め
、
興
味
深
く
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

数
年
前
ま
で
は
「
テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内
」
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
係
内
で
回
覧
し
て
い
た
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
タ

イ
ト
ル
数
も
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
今
は
必
要
に
応
じ
検
索

す
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
昨
年
の
三
月
ま
で
所
属
し
て
い

た
社
会
科
学
係
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
図
書
、
年
鑑
、
雑
誌
、
関
連
し
た
サ

イ
ト
等
を
広
く
案
内
し
て
い
る
経
済
・
産
業
分
野
の
テ
ー
マ

を
よ
く
利
用
し
た
。
都
立
図
書
館
で
受
け
付
け
た
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
の
中
か
ら
、「
テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内
」
を
活
用
し
た

事
例
を
紹
介
し
た
い
。

（
１
）
調
査
の
手
が
か
り
と
し
て
利
用
し
た
ケ
ー
ス

　

業
界
動
向
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
受
け
た
場
合
は
「
業
界
動

向
の
調
べ
方
（
シ
ェ
ア
、
ラ
ン
キ
ン
グ
等
）」
に
あ
る
資
料

の
ほ
か
、『
日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
事
典
』
等
を
順
次
調

「
テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内
」
へ
の
期
待

国
立
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

和
田　

孝
子
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査
す
る
。
業
界
団
体
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
を
効
率
的
に
調

べ
る
際
に
は
、「
食
品
産
業
に
つ
い
て
調
べ
る
」
に
あ
る
「
食

品
産
業
に
関
す
る
主
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
源
」
が
便
利

だ
っ
た
。

（
２
）
都
立
未
所
蔵
の
資
料
の
案
内
に
利
用
し
た
ケ
ー
ス

　

都
立
図
書
館
で
は
未
所
蔵
の
場
合
、
所
蔵
を
確
認
し
て

Ｎ
Ｄ
Ｌ
を
紹
介
す
る
こ
と
は
多
い
。
加
え
て
、「
科
学
技
術
」

の
「
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
ポ
ー
ト
」
の
よ
う
に
、
概
要
や
所
蔵
確

認
の
方
法
も
含
め
た
探
し
方
案
内
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
こ

と
も
利
用
者
に
紹
介
し
て
い
る
。

（
３
）
調
査
方
法
の
一
つ
と
し
て
紹
介
し
た
ケ
ー
ス

　

こ
の
事
例
が
最
も
多
い
。

　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
漢
詩
の
原
文
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
受

け
た
際
に
「
ア
ジ
ア
関
係
資
料
」
の
中
の
「
漢
詩
の
口
語
訳
、

書
き
下
し
文
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
で
の
活
用
以
外
に
、

職
員
研
修
の
資
料
や
選
書
の
参
考
資
料
と
し
て
使
う
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
新
タ
イ
ト
ル
が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
、
都
立
図

書
館
で
も
よ
く
質
問
さ
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
係
内
で
回
覧

し
、
う
ち
に
は
来
な
い
質
問
の
場
合
は
国
会
図
書
館
の
利
用

者
層
と
の
違
い
等
を
話
題
に
し
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
環
境
に
あ
れ
ば
、「
テ
ー
マ

別
調
べ
方
案
内
」
に
限
ら
ず
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
提
供
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
い
つ
で
も
、誰
で
も
利
用
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
。

無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
充

実
を
期
待
し
て
い
る
。

（
わ
だ　

た
か
こ　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
部

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
課
資
料
相
談
係
主
任
）

　

平
成
一
八
年
一
一
月
二
七
日
の
午
後
、
国
立
国
会
図
書
館

内
館
長
室
で
は
黒
澤
館
長
、
関
係
者
を
前
に
し
て
海
外
一
一

か
国
か
ら
集
ま
っ
た
一
二
名
の
研
修
生
た
ち
が
緊
張
し
た
面

持
ち
で
並
ん
で
い
た
。
国
際
交
流
基
金
と
の
共
催
で
実
施
さ

れ
る
、
日
本
研
究
情
報
専
門
家
研
修
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
東
京
本
館
で
の
研
修
の
最
終
講
義

が
、
一
二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
る
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
へ
の
自
由
参
加
と
し
て
充
て
ら
れ
て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
図
書
館
司
書
の
役
割

国
立
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

長
谷
川―

ソ
ケ
ー
ル　

正
子
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こ
れ
は
、国
立
国
会
図
書
館
が
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・

コ
ン
テ
ン
ツ
の
紹
介
と
実
演
を
担
当
職
員
が
す
る
、
と
い
う

も
の
。
合
計
で
二
〇
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ

の
中
で
も
、
印
象
に
残
っ
た
も
の
は
Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ 

と
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｐ
で
あ
っ
た
。

　

前
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
深
層
ウ
ェ
ブ
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
後
者
は
選
択
的
蓄
積
事
業
、
つ
ま
り
死

ん
で
ゆ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
選
択
的
に
収
集
・
保
存
す
る
も

の
。

　

｢

深
層｣

と
い
う
語
と｢
選
択｣

と
い
う
語
が
私
に
は
妙
に

暗
示
的
に
響
い
た
。
納
本
制
度
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
基
に

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
作
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
流
通
経
路
に

の
ら
な
い
出
版
物
は
、い
く
ら
も
あ
る
。
同
人
研
究
誌
な
ど
、

深
層
に
埋
も
れ
る
い
わ
ゆ
る
灰
色
文
献
を
収
集
す
る
に
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
隠
れ
た
と
こ
ろ
で
、
意
外
に
重
要
な

文
献
が
あ
っ
た
り
す
る
。
一
方
、
溢
れ
る
出
版
物
の
中
で
、

信
頼
に
足
る
良
質
な
図
書
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
司
書
の
力

量
が
問
わ
れ
た
り
す
る
。

　

紙
媒
体
か
ら
電
子
媒
体
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
、
情
報
を

得
る
手
段
の
幅
は
格
段
に
広
が
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
長
短
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
図
書

を
参
照
し
た
。
図
書
自
体
の
紙
の
質
、
色
を
確
認
し
た
か
っ

た
の
だ
が
、
画
面
上
で
は
詳
細
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
や

は
り
、
紙
媒
体
が
必
要
だ
。
迅
速
に
書
誌
所
在
情
報
を
知
り

た
い
時
な
ど
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
威
力
を
発
揮
す
る
。
紙

媒
体
の
目
録
を
何
冊
か
検
索
し
て
い
る
よ
り
は
、
ず
っ
と
速

い
。
情
報
の
交
通
整
理
、
ど
こ
に
ど
ん
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が

あ
る
の
か
、
何
を
使
っ
た
ら
有
効
か
を
知
っ
て
い
る
の
も
司

書
の
仕
事
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
研
修
で
、
近
世
史
料
を
扱
う
講
師
と
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
扱
う
講
師
と
が
奇
し
く

も
同
じ
こ
と
を
言
わ
れ
た
。
大
衆
文
化
に
依
拠
す
る
情
報
ほ

ど
、
収
集
・
保
存
が
難
し
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
目

か
ら
う
ろ
こ
が
お
ち
る
思
い
を
し
た
。
前
者
は
江
戸
時
代
、

明
治
時
代
の
、
後
者
は
現
代
の
、
消
費
さ
れ
捨
て
去
ら
れ
る

情
報
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
百
年
単
位
の
尺
度
で
考
え
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
そ
の
時
代
の
風
俗
史
料
を
知
る
一

級
の
学
術
文
献
に
な
っ
た
り
す
る
。
情
報
に
対
し
て
深
層
に

あ
る
も
の
を
掘
り
起
こ
す
、
何
が
良
質
か
、
何
が
本
質
か
、

そ
の
質
を
保
証
す
る
た
め
の
検
証
作
業
を
す
る
、
こ
と
の
重

要
性
を
学
ん
だ
。

　

こ
の
研
修
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
得
た
も
の
は
測
り
知
れ
な
い
。
こ
う
し
た
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
関
係
者
の
皆
様
方
に
深
謝
い
た
し

ま
す
。

（
は
せ
が
わ―

そ
け
ー
る　

ま
さ
こ　

フ
ラ
ン
ス
国
立
ギ
メ

　

東
洋
美
術
館
図
書
館
司
書
）
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v電子展示会（http://www.ndl.go.jp/jp/gallery/index.html）平成10年 6 月 1 日～
　国立国会図書館の所蔵するユニークな資料の画像を中心に、解説やコラムなどを加
えテーマ別に編集したインターネット上の展示会。「日本の記憶」という総合テーマ
のもとに、主に日本の歴史と文化に関する資料を展示している。

v絵本ギャラリー
（http://www.kodomo.go.jp/gallery/digi/
index.html）平成12年 5 月 5 日～
　テーマごとに資料・情報を選択的に収集、
編集加工したデジタル画像による電子展示
会。内外の貴重な絵本の画像を国立国会図
書館で編集し、絵本の発祥から今日までの発
展の流れをデジタルコンテンツで紹介する。

v児童書デジタルライブラリー
（http://kodomo4.kodomo.go.jp/web/ippangz/html/TOP.html）平成15年 4 月 1 日～
　国立国会図書館で所蔵している昭和30年以前刊行の児童書の一部について、すべて
のページをデジタル画像で閲覧できる。

v児童書総合目録（http://www.kodomo.go.jp/resource/search/toc.html）
平成12年 5 月 5 日～
　国立国会図書館のほか、日本国内で児童書を所蔵する主要類縁 7機関が所蔵する児
童書・関連資料の所蔵を検索できる。児童書の受賞情報や解題情報などもあわせて提供。

vデジタルアーカイブポータル（プロトタイプシステム）
（http://www.dap.ndl.go.jp/）
平成17年 7 月 8 日～
　国立国会図書館および他機関が収集、保
存、提供するデジタル情報を横断検索し、
ワンストップで目的のデジタルコンテンツ
へアクセスすることができる。平成17年度
からプロトタイプシステムを公開。

＊1：試験提供の開始は、平成11年１月19日
＊2：参加館への提供開始は、平成16年４月28日
＊3：参加館への提供開始は、平成16年４月１日
＊4：リニューアル提供開始は、平成17年 6 月１日

<フォーラムで紹介したデータベース一覧>
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vAsiaLinks－アジア関係リンク集－
（http://www.ndl.go.jp/jp/service/kansai/asia/link/asia_05link.html）
平成14年10月 7 日～
　アジアの各国・各地域の主要機関・団体とポータルサイトなどの主要サイトや、ア
ジアに関係するデータベースへのリンク集を提供。

vアジア情報機関ダイレクトリー
（http://www.ndl.go.jp/jp/service/kansai/asia/directory/index.html）
平成17年 3 月11日～
　アジア関係資料やアジア言語資料を所蔵する国内機関の名鑑を提供。

｜第４部　広がるデジタルアーカイブの世界｜

v近代デジタルライブラリー
（http://kindai.ndl.go.jp/）
平成14年10月 1 日～
　国立国会図書館で所蔵している明治時
代に刊行された図書約 8万9,000タイトル、
約12万7,000冊を収録した、日本における
最大規模の画像データベース。

v貴重書画像データベース
（http://rarebook.ndl.go.jp/）
平成12年3月22日～＊4

　国立国会図書館が所蔵する重要文化
財を含む、江戸期以前の貴重な資料をカ
ラー画像で電子化し、872タイトル、約
4万1,000コマを提供。キーワードによ
る検索のほか、「和漢書」、「錦絵」、「絵図」
および「重要文化財」からも探すことが
できる。

vWARP（インターネット情報選択的蓄積事業）（http://warp.ndl.go.jp/）
（平成14年11月 1 日～）
　インターネット情報を文化資産として保存し、提供する事業。現在、電子雑誌約1,500
タイトル、約1,900のウェブサイトを収集、提供している。総ファイル数5,400万、総
容量3.7テラバイトのデータの全文検索が可能。

<フォーラムで紹介したデータベース一覧>
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vアジア言語OPAC（http://asiaopac.ndl.go.jp/）平成14年10月 7 日～
　国立国会図書館で所蔵する中国語・朝鮮語で書かれた雑誌・新聞および1986年以降
に整理した中国語、朝鮮語、モンゴル語、ベトナム語、インドネシア語、マレーシア
語、アラビア語の図書が検索できる。

v総合目録ネットワークシステム
（http://unicanet.ndl.go.jp/）
平成16年12月 6 日～＊2

　国立国会図書館、都道府県立図書館、政
令指定都市立図書館等、全国の公共図書
館が所蔵する和図書の基本書誌約860万件、
総書誌約3,200万件を収める目録システム。

｜第３部　ウェブ情報探索／発見術｜

vDnavi（データベース・ナビゲーション・サービス）
（http://dnavi.ndl.go.jp/）
平成14年11月 1 日～
　インターネット上に存在するデータ
ベースについて、約9,300件の書誌情報
（メタデータ）を作成し、それぞれの入
口までナビゲーションするシステム。

vテーマ別調べ方案内（http://www.ndl.go.jp/jp/data/theme.html）
平成14年10月 1 日～
　テーマごと、あるいは特色ある所蔵資料群ごとに、調べるためのツール、関連する
機関を紹介。

vレファレンス協同データベース
（http://crd.ndl.go.jp/）
平成17年12月15日～＊3

　全国の図書館で日々行われている質問
回答サービスの記録や、情報の調べ方の
案内などを、データベース化して提供。
情報探索のヒントを得るため、また図書
館のレファレンス業務に活用することが
できる。

― 12 ―
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※　 データベース名の後ろの（　）はアドレス、日付は一般向けに提供を開始した年
月日、件数等のデータはフォーラム開催時のもの。

｜第１部　国会情報を活用する｜
v国会会議録検索システム
（http://kokkai.ndl.go.jp/）
平成12年 2 月 1 日～＊1

　第 1回国会（昭和22年 5 月）からの、衆・
参両議院の本会議、委員会の審議内容の全
文を収録。会議名、発言者名、発言中のキー
ワード等から検索。

v帝国議会会議録
（http://teikokugikai-i.ndl.go.jp/）平成17
年 7 月 1 日～
　帝国議会会議録の画像データベース。
明治23年11月～昭和22年 3 月の全92議
会のうち、現在は戦後分（第88回～第
92回）を提供。戦後分については、画
像情報のほか全文のテキスト情報から
も検索可能。

v日本法令索引（http://www.ndl.go.jp/horei_jp/housaku_top.htm）平成16年 6月7日～
　明治19年公文式施行以後の法令索引（現行法令・廃止法令・制定法令）と、第１回
国会（昭和22年）以後の法案索引（法律案・条約承認案件）を検索できるシステム。
法律案・条約承認案件については、法案を審議した際の国会の会議録の参照も可能。
平成19年 1 月22日からは、日本法令索引［明治前期編］として、慶応 3年の大政奉還
から明治19年の公文式公布に至るまでに制定された法令の索引情報も提供開始。

｜第２部　図書館を使いこなす｜
vNDL-OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）
（http://opac.ndl.go.jp/index.html）
平成14年10月 1 日～
　国立国会図書館所蔵資料の検索用データ
ベース。和洋の図書（449万件）、和洋の雑
誌･新聞（19万件）、国内外の博士論文（39
万件）等を検索できる。雑誌記事索引（724
万件）では、学術雑誌を中心とした国内刊
行雑誌約 1万6,000誌の記事を検索できる。

― 13 ―
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「
平
成
一
八
年
度
書
誌
調
整
連
絡
会
議
」
を
平
成
一
八
年
一
一

月
三
〇
日
、
国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
本
館
）
に
お
い
て
開
催
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
国
内
の
書
誌
調
整
お
よ
び
書
誌
デ
ー
タ
の
標
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
お
よ
び
提
供
に
関
す
る

諸
事
項
に
つ
い
て
関
係
諸
機
関
と
定
期
的
に
協
議
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
今
回
は
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
ソ
ウ
ル
大
会
へ
の
参
加
報
告
等
を
交
え
な
が

ら
、書
誌
デ
ー
タ
お
よ
び
書
誌
調
整
に
関
す
る
国
立
国
会
図
書
館
（
以

下
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
」）
お
よ
び
国
内
外
の
現
状
・
課
題
等
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
出
席
者
は
、
関
連
諸
機
関
の
担
当
者
お
よ
び
研
究

者
一
三
名
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
職
員
五
名
の
計
一
八
名
で
あ
っ
た
（
次
頁
参
照
）。

　

会
議
は
、
冒
頭
、
那
須
雅
熙
書
誌
部
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

安
嶋
和
代
書
誌
部
司
書
監
の
司
会
で
進
行
し
た
。

　

議
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
報
告
（
一
）
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
・
提
供―
平
成
一
八

年
度
の
お
も
な
動
き
】

 

中
井
万
知
子
（
書
誌
部
書
誌
調
整
課
長
）

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
書
誌
デ
ー
タ
作
成
・
提
供
は
順
調
に
推
移
し
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム
）

の
収
録
件
数
は
約
一
、五
三
五
万
件（
平
成
一
八
年
一
〇
月
末
現
在
）、

『
日
本
全
国
書
誌
』
の
収
録
件
数
は
、
平
成
一
七
年
一
年
間
で
一
五

万
八
千
件
（
一
号
平
均
三
、一
七
二
件
）
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
八
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
六

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
の
提
供
を
開
始
し
、
音
楽
録
音
・
映
像
資
料
を
収

録
範
囲
に
加
え
た
。

　

遡
及
入
力
に
つ
い
て
は
、「
平
成
一
五
年
度
以
降
の
デ
ー
タ
遡
及

計
画
に
つ
い
て
」（
通
称
「
遡
及
計
画
二
〇
〇
二
」）
に
基
づ
く
作
業

を
平
成
一
七
年
度
末
に
終
了
し
た
。こ
れ
を
継
承
す
る
も
の
と
し
て
、

平
成
一
七
年
一
二
月
に
は
「
平
成
一
八
年
度
以
降
の
デ
ー
タ
遡
及
計

画
に
つ
い
て
」（
通
称
「
遡
及
計
画
二
〇
〇
五
」）
を
と
り
ま
と
め
、

今
年
度
か
ら
作
業
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
雑
誌
記
事
索
引

科
学
技
術
編
の
遡
及
入
力
の
継
続
を
含
む
。

　

ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、ま
ず
「
国
立
国
会
図
書
館
件
名
標
目
表
（
Ｎ

Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
）」の
改
訂
作
業
の
終
了
が
あ
る
。「
を
も
見
よ
」参
照（
相

互
参
照
）
に
よ
る
件
名
の
関
係
付
け
、
シ
ソ
ー
ラ
ス
の
階
層
関
係
の

導
入
、「
を
見
よ
」
参
照
の
数
を
増
や
す
等
の
改
訂
作
業
を
平
成
一
六

年
一
月
か
ら
開
始
し
、
平
成
一
八
年
九
月
に
終
了
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ

Ｈ
の
付
与
作
業
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
主
題
へ
の
件
名
標
目
の
新
設

を
積
極
的
に
行
う
等
、
改
善
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
で
提
供
し
て
き
た
が
、
平
成
一
八
年
九
月
か
ら
Ｔ
Ｓ
Ｖ
（T

ab 
Separated V

alue

）
形
式
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
供
を
実
験

的
に
開
始
し
た
。
調
査
研
究
目
的
の
利
用
に
限
定
し
、
申
請
を
受
け

て
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
送
付
し
て
い
る
が
、
利
用
申
請
者

平
成
一
八
年
度
書
誌
調
整
連
絡
会
議
�
終
�
�
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の
研
究
内
容
と
し
て
Ｘ
Ｍ
Ｌ
化
、
検
索
シ
ス
テ
ム
へ
の
組
み
込
み
の

検
討
等
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
今
後
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
の

提
供
方
式
等
の
検
討
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
動
き
と
し
て
、
メ
タ
デ
ー
タ
基
準
の
検
討
が
あ
る
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
電
子
図
書
館
事
業
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
際
標
準
で
あ
る

ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
（http://dublincore.org/

）
を
採
用
し
た
「
国
立

国
会
図
書
館
メ
タ
デ
ー
タ
記
述
要
素
」（http://w

w
w
.ndl.go.jp/jp/

library/data/ndlm
eta.pdf

）
を
平
成
一
三
年
三
月
に
公
開
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
一
六
年
度
に
「
電
子
図
書
館
中
期
計
画
二
〇
〇
四
」

が
策
定
さ
れ
、
現
在
は
次
期
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
伴

う
メ
タ
デ
ー
タ
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
特
に
「
Ｎ
Ｄ

Ｌ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
」
の
本
格
開
発
と
連
携
し
、
平

成
一
三
年
の
メ
タ
デ
ー
タ
記
述
要
素
の
改
訂
作
業
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
、「
国
立
国
会
図
書
館
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
メ
タ
デ
ー
タ
記
述
要
素

（
以
下
「
Ｄ
Ｃ
‐
Ｎ
Ｄ
Ｌ
」）」
の
案
を
作
成
中
で
あ
り
、
今
年
度
中
に

確
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
『
日
本
全
国
書
誌
』
に
つ
い
て
は
、
冊
子
体
を
刊
行
す
る
と
と
も

に
平
成
一
四
年
四
月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

提
供
し
て
い
る
が
、
冊
子
体
の
刊
行
は
平
成
一
九
年
六
月
末
で
終
了

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
在
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　

国
内
外
の
全
般
的
な
状
況
と
し
て
、
書
誌
デ
ー
タ
、
特
に
図
書
館

目
録
に
つ
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
と
の
対
比
か
ら
そ
の
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
る
等
、
そ
の
提
供
の
あ
り
方
、
表
現
の
方
法
が
問

わ
れ
て
い
る
。
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
書
誌
デ
ー

タ
か
ら
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
今
後
と
も
進
め
て
い
き
た
い
。

平成18年度書誌調整連絡会議　出席者

相原　雪乃 国立情報学研究所
上田　修一 慶應義塾大学文学部教授
鏡　　文子 東京都立中央図書館
粕谷　紳二 株式会社日販図書館サービス
金中　利和 日本図書館協会分類委員会委員長
金子　昌嗣 早稲田大学図書館
古賀理恵子 慶應義塾大学メディアセンター本部
柴田　正美 日本図書館協会件名標目委員会委員長、帝塚山大学心理福祉学部学部長・教授
永田　治樹 日本図書館協会目録委員会委員長､筑波大学大学院図書館情報メディア研究科教授
藤田　章子 大阪府立中央図書館
宮澤　　彰 国立情報学研究所情報社会相関研究系教授
吉田絵美子 株式会社図書館流通センター
米澤　　誠 東北大学附属図書館工学分館

（以上敬称略、五十音順）
（国立国会図書館）
那須　雅熙 書誌部長
安嶋　和代 書誌部司書監
中井万知子 書誌部書誌調整課長
原井　直子 書誌部国内図書課長
中山　正樹 総務部企画課課長補佐（電子情報企画室）
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【
報
告
（
二
）
Ｎ
Ｄ
Ｌ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
に
お
け
る

メ
タ
デ
ー
タ
】

 
中
山
正
樹
（
総
務
部
企
画
課
課
長
補
佐
（
電
子
情
報
企
画
室
））

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
（
以
下
「
ポ
ー
タ
ル
」）

は
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
有
用
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
を
案

内
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

シ
ス
テ
ム
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
加
え
て
、
他
機
関
の
サ
イ
ト
情

報
、
電
子
化
コ
ン
テ
ン
ツ
等
一
五
種
類
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を

統
合
検
索
の
対
象
と
し
、
約
五
八
〇
万
件
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
検
索
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
検
索
機
能
と
し
て
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
、
連

想
検
索
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
（
日
本
十
進
分
類
法
）
に
よ
る
検
索
等
が
あ
る
。

ま
た
、
新
着
・
更
新
コ
ン
テ
ン
ツ
の
Ｒ
Ｓ
Ｓ
配
信
や
キ
ー
ワ
ー
ド
ラ

ン
キ
ン
グ
等
も
提
供
し
て
い
る
。

　

ポ
ー
タ
ル
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
統
合
的
に
検
索
す
る
た
め
に
は
、
各

機
関
で
共
通
の
メ
タ
デ
ー
タ
記
述
要
素
・
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
の
実
装

が
必
要
で
あ
る
。
メ
タ
デ
ー
タ
の
共
通
仕
様
の
一
つ
で
あ
る
ダ
ブ
リ

ン
コ
ア
に
つ
い
て
は
、
各
機
関
の
メ
タ
デ
ー
タ
交
換
の
際
に
あ
る
程

度
統
制
が
で
き
る
よ
う
に
、
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
に
基
づ
く
Ｄ
Ｃ
‐
Ｎ
Ｄ

Ｌ
を
拡
張
し
て
、
ｎ
ｄ
ｌ
ｄ
ａ
ｐ
と
い
う
記
述
要
素
を
定
義
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
デ
ー
タ
提
供
元
機
関
の
実
装
可
能
性
に
応
じ
て
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
側
か
ら
最
大
限
の
メ
タ
デ
ー
タ
項
目
を
含
む
仕
様
を
提
示
す

る
、
逆
に
相
手
機
関
の
仕
様
を
可
能
な
限
り
ポ
ー
タ
ル
で
受
け
入
れ

る
等
、
柔
軟
な
対
応
を
と
る
方
向
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
冊
子
体
の
書
誌
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
関

係
付
け
る
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
冊
子
体
の
目
録
検
索
だ

け
で
は
な
く
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
等
の
ナ
レ
ッ
ジ
情
報
も
検
索
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
メ
タ
デ
ー
タ
の
交
換
の
ほ
か
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ

ス
自
体
の
連
携
を
図
る
こ
と
等
が
検
討
課
題
で
あ
る
。

【
報
告
（
三
）
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
‐
Ｃ
Ａ
Ｔ
最
近
の
動
向
】

 

相
原
雪
乃
（
国
立
情
報
学
研
究
所
）

　

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
‐
Ｃ
Ａ
Ｔ
に
お
け
る
重
複
書
誌
の
増
加
、
担
当
者

の
目
録
ス
キ
ル
の
低
下
等
、
現
在
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
項
に
関
し

て
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
に
最
終
報
告
が
ま
と
ま
っ
た
。
ま
た
、
次
世

代
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
‐
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
検
討
や
多
言
語
（
中
国
語
、
韓
国
・

朝
鮮
語
、ア
ラ
ビ
ア
語
）
資
料
等
の
遡
及
入
力
事
業
を
進
め
て
い
る
。

【
報
告
（
四
）
第
七
二
回
国
際
図
書
館
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
）
大
会
目
録
・

書
誌
情
報
関
係
会
議
に
つ
い
て
】

 

原
井
直
子
（
書
誌
部
国
内
図
書
課
長
）

　

二
〇
〇
六
年
八
月
二
〇
日
か
ら
二
四
日
ま
で
韓
国
の
ソ
ウ
ル
で
開

催
さ
れ
た
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
の
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
語
の
文
字
種
を
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
版
で
ど
の
よ
う
に
扱
っ

た
か
を
報
告
し
た
。
初
め
て
ア
ジ
ア
各
国
の
目
録
専
門
家
が
結
集
し

た
点
に
意
義
を
感
じ
た
（
詳
細
は
本
誌
五
四
九
（
二
〇
〇
六
年
一
二

月
）
号
を
参
照
）。
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【
報
告
（
五
）
第
四
回
国
際
目
録
規
則
に
関
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
専
門
家

会
議
（
Ｉ
Ｍ
Ｅ 

Ｉ
Ｃ
Ｃ 

４
）】

①
永
田
治
樹
（
Ｊ
Ｌ
Ａ
目
録
委
員
会
委
員
長
）

　

Ｉ
Ｍ
Ｅ 
Ｉ
Ｃ
Ｃ 

４
の
ね
ら
い
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
を
除
く
ア
ジ

ア
の
人
々
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
の
状
況
を
把
握
し
つ

つ
、
図
書
館
目
録
に
お
け
る
書
誌
レ
コ
ー
ド
や
典
拠
レ
コ
ー
ド
に
関

す
る
標
準
化
を
推
進
す
る
た
め
の
新

た
な
国
際
目
録
原
則
覚
書
（
以
下
「
Ｉ

Ｃ
Ｐ
」）
の
検
討
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
の
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
と

し
て
、
日
本
目
録
規
則
（
以
下
「
Ｎ

Ｃ
Ｒ
」）
一
九
六
五
年
版
以
降
の
展
開

と
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
の
類
似
点
と
相

違
点
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
用
語
集
の

「controlled access point

」
の
明
確

化
等
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
提
案
を
最
終
的

に
八
つ
ま
と
め
、
次
の
会
議
の
た
め
の

投
票
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
世
界
的
に
は
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
（
英
米
目
録
規
則
）
の
原
則
と

ド
イ
ツ
の
原
則
が
あ
り
、
い
わ
ば
拮
抗
し
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
で
も

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、Ｃ
Ｊ
Ｋ
（
中
国
、

日
本
、
韓
国
）
の
目
録
規
則
の
独
自
性
が
際
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｋ
と
し
て
国
際
的
に
意
見
表
明
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

②
宮
澤
彰
（
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｐ
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
（
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
機
能
要
件
）
を
元
に
パ

リ
原
則
を
完
全
に
再
構
成
す
る
も
の
に
な
る
と
期
待
し
て
い
た
が
、

今
回
の
Ｉ
Ｍ
Ｅ 

Ｉ
Ｃ
Ｃ 

４
の
議
論
に
お
い
て
も
、
目
録
を
め
ぐ
っ

て
言
及
さ
れ
る
「
危
機
感
」
と
は
別
に
動
い
て
い
る
面
が
あ
る
。

【
コ
メ
ン
ト
】

 

上
田
修
一
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

　

書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
係
し
た
こ
の
一
年
の
ト
ピ
ッ
ク
を
振
り

返
る
。

　

公
共
図
書
館
の
現
状
に
つ
い
て
、
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利

用
状
況
を
見
る
と
、
図
書
館
の
蔵
書
検
索
・
予
約
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
最
も
多
い
。
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
目
録
へ
の
ア

ク
セ
ス
数
や
資
料
の
貸
出
数
が
増
大
し
、
公
共
図
書
館
は
地
域
の
情

報
化
に
お
い
て
先
進
的
な
分
野
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
あ

ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
業
務

の
省
力
化
の
た
め
に
導
入
し
た
は
ず
の
民
間
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
購
入
費
用

ま
で
も
が
緊
縮
財
政
の
自
治
体
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

大
学
図
書
館
に
目
を
転
じ
る
と
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
‐
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
目

録
デ
ー
タ
の
品
質
低
下
に
関
し
て
改
善
策
が
提
案
さ
れ
た
が
、
そ
の

中
で
は
資
格
認
定
制
度
が
、
動
機
付
け
と
い
う
点
か
ら
有
望
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

国
外
の
情
勢
で
は
、
目
録
の
現
状
と
将
来
に
関
す
る
米
国
議
会

図
書
館
の
委
託
調
査
の
結
果
で
あ
る
カ
ル
ホ
ー
ン
報
告
（http://

会議風景
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w
w
w
.loc.gov/catdir/calhoun-report-final.pdf

）は
、目
録
衰
退
、

件
名
不
要
論
を
展
開
し
論
議
を
醸
し
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
く
読
む

と
典
拠
管
理
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
等
、
目
録
作
成
の
意
義
そ
の
も

の
に
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
内
容
で
は
な
い
。

　

ま
た
昨
今
、
現
在
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
時
代
遅
れ
と
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
２
．
０

を
意
識
し
た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
改
善
提
案
が
な
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
し

か
し
、
連
想
検
索
機
能
を
持
つ
Ｗ
ｅ
ｂ
ｃ
ａ
ｔ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
よ
り
も

従
前
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ｃ
ａ
ｔ
の
ほ
う
が
使
わ
れ
て
い
る
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
見
る
よ
う
に
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
改
善
し
た
り
、
新
し
い
機
能
を

加
え
た
り
す
る
方
向
は
さ
ほ
ど
支
持
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
は
Ｗ
ｅ
ｂ
を
平
面
的
に
と
ら
え
て
い
る
が
、
目
録

に
お
い
て
は
各
種
資
料
（
単
行
書
・
逐
次
刊
行
物
・
雑
誌
記
事
）
や

書
誌
と
所
蔵
に
つ
い
て
、
構
造
を
無
視
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
難
し

い
。
今
の
と
こ
ろ
よ
い
対
応
策
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

【
意
見
交
換
】

　

全
出
席
者
か
ら
発
言
が
あ
り
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
電
子
情
報
提
供
の
あ

り
方
、
目
録
作
成
の
現
状
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
や
取
り
組
み
が
率

直
に
示
さ
れ
た
。

　

大
学
図
書
館
の
出
席
者
か
ら
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
で

す
べ
て
を
済
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
大
学
の
学
習
・
研
究
で
は
目

録
と
図
書
館
資
料
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
事
実
を
伝
え
る
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
が
、
今
や
大
学
図
書
館
の
重
要
な
活
動
と
な
っ
て
い

る
等
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

　

公
共
図
書
館
の
出
席
者
か
ら
は
、予
算
や
人
員
が
削
減
さ
れ
る
中
、

目
録
作
成
に
か
け
る
時
間
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
上
、
目
録
作
成

の
ス
キ
ル
を
持
っ
た
団
塊
世
代
の
職
員
の
一
斉
退
職
時
期
が
迫
り
、

ス
キ
ル
継
続
に
苦
慮
し
て
い
る
等
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

民
間
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
作
成
機
関
の
出
席
者
か
ら
は
、
提
供
先
の
図
書

館
の
実
情
を
把
握
し
つ
つ
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ー

カ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
確
実
な
書
誌
情
報
の
提
供
を
目
指
し

て
い
き
た
い
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
ポ
ー
タ
ル
の
ア
ク
セ
ス
元
と
Ｎ
Ｄ
Ｃ
付
与
状
況
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ

Ｓ
Ｈ
の
改
訂
基
準
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

【
ま
と
め
】

　

第
五
回（
平
成
一
六
年
度
に「
件
名
標
目
の
現
状
と
将
来
」を
テ
ー

マ
と
し
て
開
催
）
の
当
会
議
で
と
り
あ
げ
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
の
改
訂
が

終
了
し
た
こ
と
を
今
回
報
告
で
き
、
当
会
議
で
の
議
論
が
結
実
し
た

こ
と
は
成
果
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
情
報
環
境
の
著
し
い
変
化
や
財

政
逼
迫
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
目
録
情
報
の
あ
り
方
、
そ
の

機
能
が
問
わ
れ
て
い
る
。
業
務
の
改
善
等
の
方
策
を
模
索
し
、
活
性

化
す
る
た
め
、
今
後
も
協
議
を
続
け
て
い
き
た
い
。

 

（
書
誌
部
書
誌
調
整
課
）
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外
国
図
書
・
特
別
資
料
課
特
別
資
料
係
で
は
、
国

内
で
発
行
さ
れ
た
冊
子
形
態
以
外
の
単
行
資
料
の
目

録
を
作
成
し
て
い
ま
す
（
地
図
と
ア
ジ
ア
諸
言
語
資

料
は
除
く
）。
そ
の
範
囲
は
、
電
子
資
料
（
Ｃ
Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
Ｍ
Ｏ
、
ゲ
ー
ム
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
な
ど
）、
録
音
資
料
（
レ
コ
ー
ド
、
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
、Ｃ
Ｄ
な
ど
）、映
像
資
料（
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ

ト
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ
な
ど
）、
マ
イ

ク
ロ
資
料
、
カ
ー
ド
式
資
料
（
カ
ル

タ
、
ト
ラ
ン
プ
、
英
単
語
カ
ー
ド
な

ど
）、
静
止
画
像
（
紙
芝
居
、
絵
葉

書
、
絵
画
な
ど
）、
点
字
資
料
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
そ
の
形
態
の

特
色
を
反
映
し
て
目
録
の
と
り
方

も
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
り
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て
興
味
深
い
半

面
、
す
べ
て
の
資
料
の
目
録
作
成
に
習
熟
し
て
い
く

の
は
、
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
す
。

　

一
番
受
入
れ
の
多
い
録
音
資
料
の
Ｃ
Ｄ
を
例
に
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
資
料
の
目
録
の
特
色
は
、

収
録
し
て
い
る
内
容
作
品
の
一
覧
や
収
録
年
月
に
関

す
る
注
記
が
重
要
な
識
別
要
素
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
！
こ
れ
ら
の
情
報
が
虫
眼
鏡
が
必
要
な

く
ら
い
小
さ
く
表
示
さ
れ
て
い
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
優

先
で
読
め
な
い
文
字
だ
っ
た
り
、
ま
た
は
派
手
に
目
立

た
せ
る
た
め
に
容
器
全
体
が
玉
虫
色
に
輝
き
一
〇
秒

以
上
見
つ
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
と
に
か

く
「
目
」
を
酷
使
し
ま
す
の
で
、
仕
事
の
合
間
に
は

人
目
も
気
に
せ
ず
怪
し
い
動
き
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
頭

痛
、肩
こ
り
解
消
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
難
解
な
造
語
・
造
文
字

や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
名
な
の
か
タ
イ

ト
ル
な
の
か
区
別
が
つ
か
な
い
単
語

な
ど
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ク
ラ
ブ
系
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
多
く
み

ら
れ
る
ミ
ッ
ク
ス
・
リ
ミ
ッ
ク
ス
・

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
用

語
も
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
作
品
に
関

わ
っ
て
い
る
の
か
特
定
し
づ
ら
く
、

カ
タ
ロ
ガ
ー
泣
か
せ
で
す
。

　

と
は
い
え
、「
路
傍
の
石
こ
ろ
で
も
採
れ
と
言
わ

れ
た
ら
書
誌
を
採
る
の
が
カ
タ
ロ
ガ
ー
」
と
い
う
あ

る
ベ
テ
ラ
ン
の
言
を
座
右
の
銘
に
し
て
精
進
し
て
い

る
毎
日
で
す
。

（
書
誌
部
外
国
図
書
・
特
別
資
料
課

 

ク
リ
ス
タ
ル･

サ
イ
レ
ン
ス
）

第
一
四
七
回
「
近
現
代
の
職
人
」

　

 
―

も
の
づ
く
り
の
歴
史
の
中
で―

 

平
成
一
九
年
四
月
一
九
日
（
木
）
か
ら

 

六
月
一
九
日
（
火
）
ま
で

 

於　

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前
（
東
京
本
館
）

　

見
事
な
で
き
ば
え
の
工
芸
品
を
目
に
し
た
と
き
、

ふ
と
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
う
言
葉
に
「
職
人
芸
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
が
速
く
正
確

な
人
を
た
と
え
て
「
職
人
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら

れ
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
わ
た
し
達
が
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
「
職

人
」
の
技
を
実
際
に
目
に
す
る
機
会
は
か
な
り
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
生
産
過
程
の
機
械
化
に

よ
る
職
人
の
活
躍
の
場
の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
後
継

者
不
足
等
、
近
現
代
社
会
が
職
人
に
と
っ
て
厳
し
い

時
代
で
あ
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

第
一
四
七
回
常
設
展
示
で
は
、
明
治
以
降
の
近
代

化
の
流
れ
の
中
で
も
、
磨
か
れ
伝
え
続
け
ら
れ
て
き

た
職
人
の
技
、そ
し
て
最
近
の
「
も
の
づ
く
り
復
権
」

の
動
向
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

常
設
展
示
の
お
知
ら
せ
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平
成
一
九
年
度
は
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
、
Ⅲ

種
、
Ⅲ
種
（
技
術
）
の
各
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

〔
組
織
と
業
務
〕

　

初
め
に
、
国
立
国
会
図
書
館
の
組
織
と
業
務
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
い
た
し
ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
、
国
立
国
会

図
書
館
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
、
立
法
府
で
あ
る
国
会
に
属
し
て

い
ま
す
。
東
京
本
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）、
関
西
館
（
京
都
府
相

楽
郡
精
華
町
）、
国
際
子
ど
も
図
書
館
（
東
京
都
台
東
区
）
の
三
施

設
が
一
体
と
な
っ
て
業
務
運
営
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
職
員
定
数
は
九
三
四
名
で
す
。

　

当
館
の
業
務
内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

第
一
に
、
調
査
業
務
で
す
。
立
法
府
に
属
す
る
「
国
会
図
書
館
」

と
し
て
、
国
会
議
員
の
立
法
活
動
を
補
佐
し
ま
す
。
調
査
及
び
立
法

考
査
局
が
中
心
と
な
り
、
国
会
議
員
等
に
対
し
て
、
法
案
等
の
分
析
・

評
価
、
国
政
審
議
に
係
る
政
治
、
経
済
、
社
会
各
般
の
調
査
、
資
料

提
供
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
司
書
業
務
で
す
。
当
館
は
、
日
本
で
唯
一
の
「
国
立
図

書
館
」
と
し
て
、
内
外
の
資
料
を
収
集
、
整
理
、
保
存
し
、
後
世
に

伝
え
る
責
任
を
担
っ
て
い
ま
す
。
収
集
し
た
資
料
を
も
と
に
目
録
、

書
誌
、
索
引
を
作
成
・
提
供
し
、
国
会
、
行
政
・
司
法
の
各
部
門
お

よ
び
一
般
公
衆
に
対
す
る
資
料
提
供
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
等
の
幅
広
い

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
内
外
の
図
書
館
と
の
協
力
活
動
等
を
行

い
ま
す
。
調
査
及
び
立
法
考
査
局
の
一
部
、
収
集
部
、
書
誌
部
、
資

料
提
供
部
、
主
題
情
報
部
、
関
西
館
（
総
務
課
を
除
く
）、
国
際
子

ど
も
図
書
館
、
支
部
東
洋
文
庫
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
一
般
事
務
で
す
。
調
査
業
務
や
司
書
業
務
を
円
滑
に
遂

行
さ
せ
る
た
め
の
業
務
で
す
。
主
に
総
務
部
、
関
西
館
総
務
課
で
行

い
ま
す
。

　

次
に
施
設
ご
と
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
京
本
館
は
、
国
会
議
事
堂
の
隣
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
国
立
国

会
図
書
館
全
体
の
統
括
、
国
内
外
の
図
書
館
と
の
連
携
協
力
の
企
画

立
案
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
・
司
法
各
機
関

へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
専
門
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
本
制
度
等
に
よ
る
資
料
の
収
集
、
全
国
書
誌
（
我
が
国
の
出
版
の

記
録
）
の
作
成
を
行
う
と
同
時
に
、
納
本
制
度
等
に
よ
り
収
集
し
た

資
料
、
議
会
資
料
等
の
専
門
資
料
な
ど
の
利
用
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
位
置
す
る
関
西
館
は
、
ア
ジ
ア
情
報

の
提
供
、
来
館
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
よ
る
文
献
提
供

サ
ー
ビ
ス
、
電
子
図
書
館
事
業
、
図
書
館
協
力
等
、
情
報
化
社
会
の

進
展
の
中
で
よ
り
高
度
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
内
外
の
児
童
書
お
よ
び
関
連
資

　
　

平
成
一
九
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
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料
を
広
範
に
収
集
し
、
電
子
図
書
館
機
能
を
活
用
し
て
情
報
提
供
を

行
う
児
童
書
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
子
ど
も
の
読
書
環

境
・
情
報
提
供
環
境
の
向
上
の
た
め
、
内
外
の
図
書
館
お
よ
び
研
究

者
へ
の
支
援
と
子
ど
も
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
平
成
一
八
年
度
採
用
試
験
か
ら
の
お
も
な
変
更
点
〕

　

平
成
一
九
年
度
の
職
員
採
用
試
験
で
の
、
お
も
な
変
更
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
ず
、
Ⅰ
種
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験
の
第
一
次
試
験
の
試

験
日
を
一
週
間
程
度
、
第
三
次
試
験
お
よ
び
最
終
合
格
者
発
表
を
二

週
間
程
度
繰
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ⅲ
種
（
技
術
）
試
験
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
試
験
の
日
程
は
、
平
成
一
九
年
度
国
立
国
会
図
書

館
職
員
採
用
試
験
要
領
の
概
略
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
よ
く
あ
る
質
問
〕

　

最
後
に
、
職
員
採
用
試
験
に
関
し
て
毎
年
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問

に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

新
規
職
員
の
採
用
者
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
的
に
欠
員
補
充

の
形
を
取
る
た
め
、毎
年
異
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、平
成
一
九
年
四

月
の
採
用
予
定
者
数
は
、
Ⅰ
種
二
名
、
Ⅱ
種
一
五
名
、
Ⅲ
種
二
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
採
用
後
は
、
国
立
国
会
図
書
館
職
員
と
し
て
一
つ

の
施
設
・
業
務
に
と
ど
ま
ら
ず
、
施
設
間
を
異
動
し
な
が
ら
複
数
の

部
局
に
配
属
さ
れ
、
広
く
様
々
な
業
務
を
経
験
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
の
請
求
な
ら
び
に
試
験
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

〒
一
〇
〇
‐
八
九
二
四

　

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一―

一
〇―

一

　
　

国
立
国
会
図
書
館
総
務
部
人
事
課
任
用
係

　
　
　

電
話　

〇
三
（
三
五
〇
六
）
三
三
一
五
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　

○
三
（
三
五
八
一
）
二
三
三
一
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線　

二
○
四
二
○

　
　
　

平
成
一
九
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験
要
領
（
概
略
）

一　

試
験
の
種
類

　
　

国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
、
Ⅱ
種
試
験
、
Ⅲ
種
試
験
お
よ

び
Ⅲ
種
（
技
術
）
試
験

二　

職
務
内
容

　
　

Ⅰ
種
試
験
、
Ⅱ
種
試
験
、
Ⅲ
種
試
験
に
よ
る
採
用
者

　
　
　
　

調
査
業
務
、
司
書
業
務
、
一
般
事
務
等
の
館
務
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Ⅲ
種
（
技
術
）
試
験
に
よ
る
採
用
者

　
　
　
　

電
気
設
備
の
設
計
、
施
工
、
維
持
管
理
等
に
係
る
業
務

三　

採
用
予
定
人
数

　
　

Ⅰ
種　

若
干
名

　
　

Ⅱ
種　

若
干
名

　
　

Ⅲ
種　

若
干
名

　
　

Ⅲ
種
（
技
術
）　

若
干
名

四　

官
署
お
よ
び
勤
務
地

　
　

東
京　

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館

 

（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
‐
一
〇
‐
一
）　

　
　
　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館

 

（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
一
二
‐
四
九
）　　

　
　

京
都　

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館

 

（
京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
精
華
台
八
‐
一
‐
三
）

　
　

い
ず
れ
の
官
署
の
職
員
も
、
国
立
国
会
図
書
館
職
員
と
し
て
、
こ
の
採

用
試
験
に
よ
り
採
用
し
ま
す
。
三
官
署
が
国
立
国
会
図
書
館
と
し
て
一
体

と
な
っ
た
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
官
署
間
の
異
動
、
東
京
と
京

都
の
間
の
転
勤
が
あ
り
ま
す
。

五　

受
験
資
格

　

１　

Ⅰ
種
試
験　

ア 

昭
和
五
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
一
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者　

イ 

昭
和
六
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の　
ａ　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し

た
者
ま
た
は
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者　

ｂ　

館
長
が
ａ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　

２　

Ⅱ
種
試
験　

ア 

昭
和
五
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
一
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者　

イ 

昭
和
六
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の　
ａ　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し

た
者
ま
た
は
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者　

ｂ　

学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た

者
ま
た
は
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者　
ｃ　

館

長
が
ａ
ま
た
は
ｂ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　

３　

Ⅲ
種
試
験　

昭
和
五
九
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
二
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の　

ア 

最
終
学
歴
が
学
校
教
育

法
に
よ
る
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
短
期
大
学
若
し
く
は
高
等
専

門
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見

込
み
の
者
（
た
だ
し
、
大
学
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者
お
よ
び
平

成
二
〇
年
三
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
を
除
く
。）　

イ 

館
長
が
ア
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　

４　

Ⅲ
種（
技
術
）試
験　

昭
和
五
五
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
二
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　

た
だ
し
、
右
記
１
〜
４
と
も
、
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
お
よ
び
国
会

職
員
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
国
会
職
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、

受
験
で
き
ま
せ
ん
。
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六　

試
験
の
期
日

　

１　

Ⅰ
種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験

　
　
　
（
一
）
第
一
次
試
験　

五
月
一
九
日
（
土
）（
Ⅰ
種
、Ⅱ
種
と
も
共
通
）

　
　
　
（
二
）
第
二
次
試
験

　
　
　
　
　

○
六
月
二
三
日
（
土
）（
Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
も
共
通
）

　
　
　
　
　

○ 
六
月
二
六
日
（
火
）、
六
月
二
七
日
（
水
）
の
う
ち
指
定
す

る
日
（
Ⅰ
種
の
み
）

　
　
　
　
　

○ 

六
月
二
七
日
（
水
）
か
ら
六
月
二
九
日
（
金
）
ま
で
、七
月
二

日
（
月
）
か
ら
七
月
六
日
（
金
）
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
日

（
Ⅱ
種
の
み
）

　
　
　
（
三
） 

第
三
次
試
験

　
　
　
　
　

○
七
月
二
七
日
（
金
）（
Ⅰ
種
の
み
）

　
　
　
　
　

○ 

七
月
三
〇
日
（
月
）
か
ら
八
月
一
日
（
水
）
ま
で
の
う
ち
指

定
す
る
日
（
Ⅱ
種
の
み
）

　

２　

Ⅲ
種
試
験

　
　
　
（
一
） 

第
一
次
試
験　

九
月
二
二
日
（
土
）

　
　
　
（
二
） 

第
二
次
試
験　

一
〇
月
二
二
日
（
月
）

　

３　

Ⅲ
種
（
技
術
）
試
験

　
　
　
（
一
） 

第
一
次
試
験　

九
月
二
二
日
（
土
）

　
　
　
（
二
） 

第
二
次
試
験　

一
〇
月
一
五
日
（
月
）

七　

最
終
合
格
者
発
表

　

１　

Ⅰ
種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験

　
　
　

八
月
八
日
（
水
）

　

２　

Ⅲ
種
試
験

　
　
　

一
一
月
二
日
（
金
）

　

３　

Ⅲ
種
（
技
術
）
試
験

　
　
　

一
〇
月
二
六
日
（
金
）

八　

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
の
配
布

　

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
は
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
お
よ
び

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
で
配
布
し
ま
す
。
郵
送
で
の
請
求
は
東
京
本
館

で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。
封
筒
の
表
に
「
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
請
求
」、「
Ⅲ
種
・

Ⅲ
種
（
技
術
）
請
求
」
の
い
ず
れ
か
を
朱
書
し
、
返
信
用
封
筒
（
角
型
二

号
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
返
信
用
封
筒
に
は
、
あ
て
先
お
よ
び
郵
便

番
号
を
記
入
し
、郵
便
切
手
（
一
四
〇
円
）
を
ち
ょ
う
付
し
て
く
だ
さ
い
。

九　

受
験
申
込
み
の
受
付
期
間

　

１　

Ⅰ
種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験

　
　

四
月
二
日
（
月
）
か
ら
四
月
一
七
日
（
火
）（
消
印
有
効
）
ま
で

　

２　

Ⅲ
種
試
験
お
よ
び
Ⅲ
種
（
技
術
）
試
験

　
　

八
月
二
七
日
（
月
）
か
ら
九
月
七
日
（
金
）（
消
印
有
効
）
ま
で

　

採
用
情
報
に
関
す
る
詳
細
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.ndl.go.jp/

）
の
「
採
用
情
報
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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平
成
一
九
年
一
月
一
七
日
か
ら
一
九
日
の
三
日
間
、
当
館
東
京
本

館
に
お
い
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
と
当
館
の
共
催
で
、
標
記
講
習

会
を
実
施
し
た
。
講
習
会
に
は
、
公
共
図
書
館
一
〇
名
、
大
学
図
書

館
二
二
名
、
計
三
二
機
関
三
二
名
の
受
講
生
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
日
本
古
典
籍
の
整
理
・
目
録
化
を
促
進
し
、
広

く
活
用
さ
れ
る
よ
う
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
に
、
各
所
蔵
機
関
の

図
書
館
員
等
を
対
象
と
し
て
、
書
誌
学
の
専
門
知
識
や
整
理
方
法
の

技
術
修
得
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。
講
義
内
容
は
、
古
典
籍
の
基
礎

知
識
、
出
版
と
流
通
、
目
録
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
、
電
子
化
、

く
ず
し
字
や
蔵
書
印
の
読
み
方
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
（
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
は
表
参
照
）。

　

初
日
に
は
懇
談
会
も
行
わ
れ
、
受
講
生
は
、
自
館

の
所
蔵
資
料
や
、
抱
え
て
い
る
課
題
（
未
整
理
の
資

料
、古
典
籍
に
通
じ
た
職
員
の
退
職
等
）
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
日
目
の
保
存
の
科

目
で
は
、
和
装
本
の
綴
じ
方
の
実
習
も
あ
り
、
講
習

は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
広
く
見
通
せ
る
内

容
で
全
体
が
わ
か
っ
た
、
今
後
業
務
に
生
か
し
、
勉

強
し
た
い
」、「
国
文
学
研
究
資
料
館
の
先
生
の
講
義

は
ど
れ
も
有
意
義
だ
っ
た
」、「
資
料
や
、
実
際
の
書

庫
の
管
理
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
好
評
で
あ
っ
た
。

 

（
関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課
）

科目名 講師
１日目

開講式・オリエンテーション 岡田三夫　主題情報部長
日本古典籍の基礎知識と問題点―
日本古典籍書誌記述要領―

鈴木淳　国文学研究資料館副館長

国立国会図書館和古書目録の作成 主題情報部古典籍課整理閲覧係
国立国会図書館和古書目録の作成 
演習

同上

国立国会図書館古典籍資料室の見
学

同上

懇談会 国立国会図書館（進行）
２日目

和装本の取り扱いと保存 水谷愛子　収集部資料保存課和装
製本係長

国文学研究資料館所蔵資料の概要 高島津雪　国文学研究資料館管理
部事業課図書情報係長

国文学研究資料館和古書目録デー
タベースの作成

増井ゆう子　国文学研究資料館管
理部事業課専門職員

古典籍の基礎知識―絵画資料（草
双紙と浮世絵）―

山下則子　国文学研究資料館教授

国立国会図書館での古典籍資料の
電子化

幡谷祐子　主題情報部古典籍課保
管係長

３日目

近世の出版と流通 大高洋司　国文学研究資料館教授
くずし字の読み方 青木睦　国文学研究資料館助教授
蔵書印の見方・読み方―書物の伝
来―

堀川貴司　鶴見大学文学部教授

国立国会図書館の古典籍資料書庫
見学・資料紹介

主題情報部古典籍課保管係

意見交換・質疑応答 国文学研究資料館（進行）
閉講式 同上

　
　

平
成
一
八
年
度
日
本
古
典
籍
講
習
会
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関
西
館
総
合
閲
覧
室
で
は
、
参
考
図
書
や
抄
録
・
索
引
誌
、
主
要

な
雑
誌
・
新
聞
の
ほ
か
、
官
庁
出
版
物
や
法
令
議
会
資
料
、
図
書
館

情
報
学
資
料
、
全
国
の
電
話
帳
な
ど
、
総
計
九
万
冊
を
超
え
る
膨
大

な
資
料
を
開
架
し
て
い
る
。

　

社
会
科
学
、
人
文
科
学
、
自
然
科
学
の
各
分
野
を
包
含
し
て
い
る

と
い
う
点
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
唯
一
の
閲
覧
室
で
あ
る
と
言
え

る
。
三
千
㎡
を
超
え
る
広
大
な
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る

主
題
領
域
を
扱
う
閲
覧
室
を
使
い
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

詳
細
な
リ
サ
ー
チ
に
基
づ
く
周
到
な
資
料
配
置
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

関
西
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
て
き
た
総
合
閲
覧
室
の
よ

り
効
果
的
な
資
料
配
置
を
実
現
す
る
た
め
、
資
料
部
文
献
提
供
課
内

に
「
総
合
閲
覧
室
改
革
班
」
を
編
成
し
、
平
成
一
八
年
四
月
か
ら
本

格
的
な
検
討
を
開
始
し
た
。
検
討
の
土
台
と
し
た
の
は
、
平
成
一
七

年
度
に
実
施
し
た
来
館
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、「
関
西
文
化
学
術
研

究
都
市
内
研
究
機
関
に
属
す
る
研
究
者
の
情
報
行
動
パ
タ
ー
ン
に
関

す
る
調
査
」、
お
よ
び
平
成
一
七
年
一
〇
月
〜
平
成
一
八
年
六
月
の

館
内
利
用
統
計
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
上
で
、
来

館
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
て
配
置
を
再
考
し
、
同
年
一
〇
月
に
再
配

置
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
各
書
架
の
資
料
割
付
な

ど
の
細
部
を
固
め
、再
配
置
作
業
を
一
二
月
二
七
日
夜
間
か
ら
開
始
、

平
成
一
九
年
一
月
五
日
ま
で
の
実
質
四
日
間
で
終
了
し
た
。

　

今
回
の
再
配
置
は
、
関
西
館
開
館
以
来
初
の
全
面
的
な
模
様
替
え

で
あ
る
。
従
来
の
排
架
に
お
け
る
問
題
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
の

問
題
を
い
か
な
る
工
夫
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
か
。
本
稿
で

は
、
再
配
置
の
ポ
イ
ン
ト
を
四
つ
に
分
け
て
ご
紹
介
し
た
い
。

■
ポ
イ
ン
ト
一
■
分
野
ご
と
の
資
料
配
置
の
再
構
成

　

図
１
（
次
ペ
ー
ジ
）
の
上
段
が
旧
配
置
図
で
あ
る
。

　

旧
配
置
で
は
、
貸
付
・
返
却
・
複
写
カ
ウ
ン
タ
ー
に
近
い
方
か
ら
、

社
会
科
学
系
、
人
文
科
学
系
、
自
然
科
学
系
の
順
に
資
料
が
配
置
さ

れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
配
置
は
、
お
お
む
ね
『
国
立
国
会
図
書
館
分

類
表
』（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
）
に
お
け
る
分
類
記
号
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順

に
よ
っ
て
い
た
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
は
、
そ
の
「
表
の
構
成
と
使
用
法
」
に
示
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
構
成
を
反
映
し
て
社
会
科
学
に

重
点
を
置
き
、
分
類
体
系
の
最
初
に
位
置
付
け
て
い
る
（
Ａ
〜
Ｆ
で

始
ま
る
記
号
が
社
会
科
学
、
Ｇ
〜
Ｋ
お
よ
び
Ｕ
が
人
文
科
学
、
Ｍ
〜

Ｓ
が
自
然
科
学
に
相
当
す
る
）。

　

し
か
し
、
平
成
一
七
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
関

西
館
で
利
用
頻
度
の
も
っ
と
も
高
い
主
題
は
「
科
学
技
術
」
で
あ

り
、
次
い
で
「
経
済
・
産
業
」
や
「
政
治
・
法
律
・
行
政
」
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
態
を
ふ
ま
え
、
再
配
置
に
あ

生
ま
れ
変
わ
っ
た
総
合
閲
覧
室

　
　
　

―

関
西
館
総
合
閲
覧
室
再
配
置
を
実
施
し
て―
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【旧配置】 

【新配置】

…書架　　　　…閲覧席等

資
料
貸
付
・
返
却
・

 

複
写
カ
ウ
ン
タ
ー

 

社会科学系 人文科学系 自然科学系 

自然科学系 社会科学系 人文科学系 

産 

化 

産 

化 

産…経済・産業（D）     化…化学工業（PA）     電…電子工学（ＮＤ３５１） 

（
新
聞
・
雑
誌
な
ど
）

 

（
新
聞
・
雑
誌
な
ど
）

 

高
書
架

 

電 

電 

資
料
貸
付
・
返
却
・

複
写
カ
ウ
ン
タ
ー

低
書
架

 

高
書
架

 

低
書
架

 

総合案内

総合案内

図１　新旧配置の比較（1）　全体構成／自然科学系・社会科学系の境界面／洋書の配置
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た
っ
て
は
、図
１
（
右
ペ
ー
ジ
）
下
段
の
新
配
置
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

ま
ず
自
然
科
学
系
の
資
料
を
貸
付
・
返
却
・
複
写
カ
ウ
ン
タ
ー
の
近

く
に
展
開
し
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
形
で
社
会
科
学
系
の
資
料
を
配
置

し
た
。
多
く
の
利
用
者
が
、
複
写
や
書
庫
内
資
料
の
受
け
渡
し
を
よ

り
手
近
な
場
所
で
行
え
る
よ
う
、
配
慮
し
た
結
果
で
あ
る
。

■
ポ
イ
ン
ト
二
■
「
科
学
技
術
」
と
「
経
済
・
産
業
」
の
隣
接

　

こ
う
し
た
分
野
ご
と
の
再
編
に
関
連
し
、「
科
学
技
術
」
分
野
の

資
料
と
「
経
済
・
産
業
」
分
野
の
資
料
の
配
置
に
は
特
に
注
意
を
払
っ

た
。

　

た
と
え
同
一
の
主
題
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
主
題
を
扱
う
観
点
が
異

な
る
場
合
、
分
類
表
で
は
別
々
の
記
号
が
与
え
ら
れ
、
排
架
場
所
は

離
れ
て
し
ま
う
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
は
社
会
科
学
を
重
視
し
て
い
る

が
、
そ
の
特
色
は
、「
産
業
」
を
「
科
学
技
術
」（
Ｍ
〜
Ｐ
）
か
ら

分
離
し
て
「
経
済
」（
Ｄ
）
と
同
一
部
門
に
置
い
た
点
に
も
表
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
同
じ
「
化
学
工
業
」
と
い
う
主
題
で

あ
っ
て
も
、
技
術
的
観
点
か
ら
扱
っ
て
い
る
場
合
は
Ｐ
Ａ
で
あ
る
の

に
対
し
、
産
業
と
し
て
の
化
学
工
業
を
扱
う
場
合
は
Ｄ
Ｌ
４
８
１
〜

５
３
７
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
分
類
記
号
を
そ
の
ま
ま
資
料
配
置
に
適

用
し
た
場
合
、排
架
場
所
は
図
１
の
よ
う
に
分
散
す
る
。「
電
子
工
学
」

（
Ｎ
Ｄ
３
５
１
）
と
「
電
子
機
械
工
業
・
電
子
工
業
」（
Ｄ
Ｌ
４
７
１

〜
４
７
５
）
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。

　

ま
た
、
も
と
も
と
「
科
学
技
術
」
分
野
と
「
経
済
・
産
業
」
分
野

の
資
料
に
は
、工
学
・
工
業
系
を
中
心
と
し
て
一
体
的
利
用
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
。
そ
こ
で
、
新
配
置
に
お
い
て
は
「
科
学
技
術
」
と
「
経

済
・
産
業
」
の
両
分
野
が
近
接
す
る
よ
う
配
置
し
、
Ｍ
〜
Ｐ
と
Ｄ
の

同
時
利
用
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。

■
ポ
イ
ン
ト
三
■
テ
ー
マ
別
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　

今
回
の
再
配
置
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
主
眼
は
、
テ
ー
マ
別
に

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
こ
と
に
あ
る
。
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
選
定
し
た
の

は
、
以
下
の
一
三
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

 「
医
療
」「
薬
」「
建
築
」「
技
術
動
向
」「
環
境
」「
災
害
・
地
震
」「
統

計
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
会
社
録
」「
人
物
情
報
」「
辞
書
」「
地

方
史
誌
」「
図
書
館
情
報
学
」

　

こ
う
し
た
テ
ー
マ
を
あ
え
て
コ
ー
ナ
ー
と
し
、
特
に
目
立
つ
よ
う

配
置
し
た
理
由
は
、
い
く
つ
か
あ
る
。

①
資
料
利
用
が
多
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
。

　

右
に
示
し
た
テ
ー
マ
の
多
く
は
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
〜
平

成
一
八
年
六
月
の
館
内
利
用
統
計
を
も
と
に
選
定
し
た
。
こ
れ
は
開

架
資
料
の
複
写
件
数
お
よ
び
書
庫
内
資
料
の
出
納
・
複
写
件
数
を
分

類
記
号
別
に
集
計
し
た
統
計
で
、
ど
の
よ
う
な
主
題
に
利
用
者
の
関

心
が
集
中
し
て
い
る
か
を
精
査
す
る
た
め
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
。

　

統
計
の
分
析
結
果
か
ら
、
利
用
頻
度
が
特
に
高
い
主
題
と
し
て
浮

上
し
た
の
が
、「
医
療
」「
建
築
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
地
方
史
誌
」

な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
明
快
な
表
示
を
行
う
こ
と
は
「
使

い
や
す
い
閲
覧
室
」
に
と
っ
て
必
須
の
要
件
と
考
え
た
。

②
よ
り
積
極
的
な
利
用
を
期
待
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
。

　
「
図
書
館
情
報
学
」
は
必
ず
し
も
利
用
の
多
い
資
料
で
は
な
い
が
、
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【旧配置】 

【新配置】 

…書架　　　　　…閲覧席等

社会科学系 人文科学系 自然科学系 

自然科学系 社会科学系 人文科学系 

医1…医療 （ＥＧ）環1…公害・自然保護 （ＥＧ２７４～３２５）建1…建築（美術的観点） （ＫＡ） 
医 2…医学 （ＳＣ）環2…都市工学・衛生工学 （ＮＡ２１１）　　建2…建築（工学的観点） （ＮＡ） 

建1

洋 
書 

洋 
書 

洋 
書 

医1 

医2 
環1 

環2 

建2

医 

環 

建 

資
料
貸
付
・
返
却
・

 

複
写
カ
ウ
ン
タ
ー

 

資
料
貸
付
・
返
却
・

 

複
写
カ
ウ
ン
タ
ー

 

総合案内

総合案内

図２　新旧配置の比較（2）　コーナーの設置による分散→集中の工夫の例
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関
西
館
の
図
書
館
情
報
学
関
係
資
料
は
充
実
し
て
お
り
、
ま
た
総

合
閲
覧
室
に
は
関
西
館
が
所
蔵
す
る
図
書
館
情
報
学
関
係
図
書
が
す

べ
て
開
架
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
の
伸
び
を
期
待
し
て
コ
ー

ナ
ー
と
し
た
。

③
従
来
の
資
料
配
置
で
は
、
配
置
場
所
が
分
散
し
て
し
ま
う
テ
ー
マ

　

で
あ
る
こ
と
。

　
「
科
学
技
術
」と「
経
済
・
産
業
」の
分
離
に
つ
い
て
は
、ポ
イ
ン
ト
二

で
述
べ
た
措
置
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
も
の
の
、
同
一
主
題
や
関
連

主
題
の
配
置
場
所
が
離
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
は
、
実
は
閲
覧
室

内
各
所
に
点
在
し
て
い
た
。

　

一
例
と
し
て
、「
医
療
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
に
お
い
て
、「
医
療
」
は
「
医
学
」 （
Ｓ
Ｃ
） 

か
ら
切
り
離

さ
れ
、
社
会
保
障
（
Ｅ
Ｇ
）
の
下
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
「
医
療
施
設
」
と
い
う
主
題
は
、
社
会
保
障
お
よ
び
経
営
の
観

点
か
ら
扱
っ
て
い
る
資
料
で
あ
れ
ば
Ｅ
Ｇ
２
３
１
、
設
備
・
機
能
の

観
点
か
ら
扱
っ
て
い
る
資
料
で
あ
れ
ば
Ｓ
Ｃ
５
１
と
な
る
。
ま
た
、

家
庭
医
学
書
は
、
一
般
書
の
場
合
は
Ｅ
Ｆ
３
２
だ
が
、
簡
略
整
理
資

料
に
は
Ｙ
７
５
が
付
与
さ
れ
る
。
簡
略
整
理
資
料
の
分
類
は
Ｅ
Ｆ

３
２
に
読
み
替
え
る
こ
と
で
対
応
し
て
き
た
が
、「
医
療
」
と
「
医
学
」

の
配
置
は
、図
２
（
右
ペ
ー
ジ
）
上
段
に
示
す
と
お
り
分
離
し
て
い
た
。

　

同
じ
こ
と
は
、「
環
境
」
や
「
建
築
」
な
ど
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

「
環
境
」
は
「
公
害
・
自
然
保
護
」（
Ｅ
Ｇ
２
７
４
〜
３
２
５
）
と 

「
都

市
工
学
・
衛
生
工
学
」（
Ｎ
Ａ
２
１
１
）
と
に
分
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、

「
建
築
」
の
場
合
、
美
術
的
観
点
か
ら
扱
う
資
料
は
Ｋ
Ａ
、
建
築
工

学
系
の
資
料
は
Ｎ
Ａ
と
な
り
、
こ
れ
も
排
架
場
所
は
離
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
再
配
置
で
は
、
利
用
が
比
較
的
多
く
、
か
つ
排
架
場
所
が

分
離
し
て
い
る
主
題
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
資
料
の
配

置
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
主
題
が
観
点
に
よ

ら
ず
特
定
箇
所
に
ま
と
め
て
排
架
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
た

め
に
、
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
表
示
を
行
う
こ
と
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

■
ポ
イ
ン
ト
四
■
和
洋
図
書
の
混
排

　

総
合
閲
覧
室
内
の
書
架
は
設
置
場
所
に
よ
っ
て
高
さ
が
異
な
り
、

入
口
か
ら
見
て
手
前
に
低
書
架
、奥
に
高
書
架
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

旧
配
置
で
は
、同
じ
主
題
で
も
言
語
に
よ
っ
て
排
架
場
所
が
異
な
り
、

和
書
は
低
書
架
に
、
洋
書
は
高
書
架
に
排
列
さ
れ
、
同
時
に
通
覧
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
入
口
か
ら
遠
い
高
書
架
は
低
書

架
と
比
べ
、
概
し
て
人
が
集
ま
り
に
く
く
、
結
果
と
し
て
洋
書
は
利

用
さ
れ
に
く
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
改
善
す
る
た
め
、
新
配
置

で
は
同
一
主
題
の
も
と
に
和
書
・
洋
書
と
も
に
同
じ
書
架
に
排
列
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

以
上
の
四
つ
の
観
点
か
ら
再
配
置
を
実
施
し
た
結
果
、
総
合
閲
覧

室
の
構
成
は
従
来
の
配
置
と
比
べ
て
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
と
自
負

し
て
い
る
。
し
か
し
、
総
合
閲
覧
室
の
改
革
検
討
は
こ
れ
で
終
了
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
関
西
館
で
は
、
一
月
下
旬
か
ら
二
月
に
か
け
て

来
館
利
用
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
こ
で
集
約
し
た
要
望
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
な
る
改
善
に
結
び
つ

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
（
文
責　

関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課
主
査　

鈴す
ず

木き　

智と
も

之ゆ
き

） 
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青 

梅
線
玉
手
箱　

眠
り
か
ら
さ
め
た
鉄
道
資
料

特
別
展　

青
梅
鉄
道
資
料
調
査
会
執
筆

　

青
梅
市
郷
土
博
物
館
編
・
刊

　

 （
〒
198-
0053　

東
京
都
青
梅
市
駒
木
町
一‐
六
八
四
）

　

二
〇
〇
五
・
一
〇　

九
〇
頁　

Ｂ
４

 

（D
K
53-H

310

）

　

Ｊ
Ｒ
青
梅
線
は
、
立
川
を
起
点
と
し
て
ほ
ぼ
多
摩

川
に
沿
っ
て
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
、
拝
島
、
青
梅
、

御
嶽
、
鳩
ノ
巣
な
ど
を
経
て
、
終
点
・
奥
多
摩
に
至

る
。
こ
の
う
ち
、
立
川
か
ら
青
梅
ま
で
の
区
間
は
、

沿
線
の
住
宅
地
と
し
て
の
開
発
が
進
み
、
都
心
方
面

か
ら
直
通
列
車
が
終
日
運
転
さ
れ
る
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
中

央
線
と
一
続
き
と
な
っ
た
首
都
圏
の
通
勤
路
線
で
あ

る
。
し
か
し
、
青
梅
か
ら
先
は
一
転
し
て
平
地
が
狭

ま
り
、
列
車
は
、
多
摩
川
の
河
岸
段
丘
上
に
敷
か
れ

た
カ
ー
ブ
が
続
く
線
路
を
山
間
に
分
け
入
る
よ
う
に

走
る
。
車
窓
に
は
渓
谷
や
周
辺
の
山
々
の
景
色
が
展

開
し
、
御
嶽
、
奥
多
摩
な
ど
の
駅
は
週
末
に
は
ハ
イ

カ
ー
や
観
光
客
で
賑
わ
う
。
全
長
三
七
キ
ロ
余
の
比

較
的
短
い
距
離
の
中
に
こ
の
よ
う
な
際
立
っ
た
対
照

を
見
せ
る
線
区
は
、
全
国
で
も
類
例
が
少
な
い
。

　

青
梅
線
の
歴
史
は
、
一
八
九
四
年
に
立
川
・
青

梅
間
が
開
業
し
た
私
鉄
・
青
梅
鉄
道
に
端
を
発
す

る
。
青
梅
鉄
道
は
、
沿
線
の
日
向
和
田
（
ひ
な
た
わ

だ
）
周
辺
で
採
掘
さ
れ
る
石
灰
石
を
既
設
の
甲
武
鉄

道
（
現
Ｊ
Ｒ
中
央
線
）
に
連
絡
す
る
立
川
ま
で
輸
送

す
る
こ
と
を
目
的
に
敷
設
さ
れ
た
。
後
に
、
貨
物
輸

送
に
加
え
て
奥
多
摩
方
面
へ
の
行
楽
客
誘
致
を
目
的

に
旅
客
輸
送
に
も
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
、
段
階
的

な
路
線
延
伸
や
電
化
（
一
九
二
九
年
に
「
青
梅
電
気

鉄
道
」
と
改
称
）
な
ど
に
よ
り
発
展
を
続
け
た
が
、

戦
時
中
の
国
策
に
基
づ
き
一
九
四
四
年
に
国
有
化
さ

れ
、
半
世
紀
に
わ
た
る
私
鉄
と
し
て
の
歴
史
を
閉
じ

た
。

　

青
梅
鉄
道
開
業
か
ら
一
〇
〇
年
を
迎
え
た
一
九
九
四

年
、
地
元
の
青
梅
市
郷
土
博
物
館
に
お
い
て
「
青
梅

鉄
道
一
〇
〇
年
展
」
が
開
か
れ
た
。
そ
の
準
備
に
際

し
て
、
か
つ
て
青
梅
鉄
道
の
本
社
社
屋
で
も
あ
っ
た

現
Ｊ
Ｒ
青
梅
駅
舎
の
地
下
室
か
ら
多
数
の
会
社
関
連

資
料
が
発
見
さ
れ
た
ほ
か
、
国
有
化
当
時
の
社
長
が

自
宅
に
運
び
込
み
、
木
箱
に
保
管
し
て
い
た
資
料
の

存
在
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
一
部
が
こ

の
時
の
展
示
会
に
出
展
さ
れ
、
そ
の
後
同
博
物
館
に

寄
贈
さ
れ
た
が
、
一
九
九
六
年
度
か
ら
各
専
門
分
野

の
担
当
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
「
青
梅
鉄
道
資
料

調
査
会
」
に
よ
る
調
査
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年

度
ま
で
に
分
類
、
目
録
作
成
、
デ
ー
タ
入
力
等
の
作

業
を
終
え
た
。
そ
し
て
、
総
数
約
二
〇
、
〇
〇
〇
点

に
及
ぶ
資
料
の
一
部
（
約
二
〇
〇
点
）
を
展
示
す
る

特
別
展
「
青
梅
線
玉
手
箱―

眠
り
か
ら
さ
め
た
鉄
道

資
料―

」
が
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
か
ら
翌
年
一
月

に
か
け
て
同
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
。
本
書
は
、
こ

の
特
別
展
の
写
真
図
録
で
あ
る
。

　

展
示
資
料
は
、
会
社
の
営
業
・
組
織
、
車
両
・
運

輸
関
係
、
戦
時
下
の
国
有
化
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ

た
戦
後
の
払
い
下
げ
運
動
、
石
灰
石
を
は
じ
め
木

材
、
砂
利
等
の
輸
送
、
旅
客
誘
致
計
画
、
バ
ス
事

業
、
関
連
企
業
な
ど
広
範
に
わ
た
る
。
本
書
は
、
こ

れ
を
一
三
の
主
題
に
区
分
し
、
資
料
ご
と
に
写
真
と

簡
潔
な
解
題
を
付
し
て
い
る
。
二
〇
、
〇
〇
〇
点
の

中
か
ら
選
別
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
い
ず
れ

も
興
味
が
尽
き
な
い
。
中
で
も
青
梅
鉄
道
に
と
っ
て

「
生
命
線
」と
も
言
う
べ
き
石
灰
石
輸
送
に
関
し
て
は
、

������
国立国会図書館は、法律
によって定められた納本
制度により、日本国内の
出版物を広く収集してい
ます。このコーナーでは、
主として取次店を通さな
い国内出版物を取り上げ
て、ご紹介します。
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第
一
次
世
界
大
戦
期
の
セ
メ
ン
ト
・
化
学
工
業
の
発

展
に
よ
る
石
灰
石
の
需
要
急
増
に
伴
い
、
同
社
が
所

有
し
て
い
た
採
掘
権
を
最
大
取
引
先
の
浅
野
セ
メ
ン

ト
に
譲
渡
し
た
際
に
両
社
間
で
締
結
さ
れ
た
採
掘
及

び
輸
送
契
約
書
（
一
九
二
〇
年
）
が
、
ま
た
、
旅
客

輸
送
面
に
関
し
て
は
、
行
楽
客
の
利
便
を
図
る
た
め

鉄
道
省
（
現
Ｊ
Ｒ
）
電
車
の
自
社
線
乗
入
れ
に
よ
る

新
宿
・
御
嶽
間
直
通
運
転
を
実
施
す
る
と
い
う
、
当

時
（
一
九
三
四
年
認
可
）
と
し
て
は
画
期
的
な
企
図

に
係
る
一
連
の
文
書
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
同

社
の
歴
史
上
と
り
わ
け
精
彩
を
放
つ
事
績
を
今
に
伝

え
る
も
の
と
し
て
特
筆
に
値
し
よ
う
。

　

一
方
、
資
料
の
形
態
に
着
目
し
て
も
、
各
種
文
書

類
は
も
と
よ
り
、
写
真
、
図
面
、
ち
ら
し
、
絵
葉
書

類
な
ど
多
種
多
彩
で
見
応
え
に
富
む
。
こ
の
中
に
は

社
旗
、
社
章
、
各
種
公
印
な
ど
、
青
梅
鉄
道
の
存
在

を
証
明
す
る
展
示
物
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、「
青
梅
」

に
因
み
梅
花
を
か
た
ど
っ
た
社
章
は
、
当
館
の
記
章

と
実
に
よ
く
似
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

　

国
有
化
に
伴
い
、
青
梅
鉄
道
の
施
設
や
車
両
は
鉄

道
省
に
継
承
さ
れ
、「
青
梅
線
」
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
経
緯
で
戦
時
の
混
乱
の
中
に
消
え
た
鉄
道
会

社
の
資
料
が
多
数
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
後

経
過
し
た
時
日
の
長
さ
を
考
え
れ
ば
、
稀
有
の
こ
と

と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
二
〇
世
紀
前
半

に
お
け
る
経
済
・
社
会
の
激
動
下
に
あ
っ
て
、
地
域

の
生
活
と
産
業
を
支
え
続
け
た
私
鉄
の
躍
進
と
苦
闘

の
足
跡
そ
の
も
の
で
あ
り
、
鉄
道
史
の
枠
を
越
え
て

産
業
史
、
郷
土
史
の
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
。
本
書

を
手
に
取
る
と
、
今
は
遠
い
記
憶
と
な
っ
た
青
梅
鉄

道
の
歴
史
が
詰
め
ら
れ
た
玉
手
箱
の
封
印
が
、
六
〇

余
年
の
歳
月
を
隔
て
て
解
か
れ
た
思
い
で
あ
る
。

 

（
古ふ
る

川か
わ　

浩こ
う

太た

郎ろ
う

）

南
座
松
竹
経
営
顔
見
世
百
年
記
念
史

　

 

永
山
武
臣
監
修
、「
南
座
松
竹
経
営
顔
見
世
百

年
」
編
纂
委
員
会
企
画
・
編
集　

松
竹
南
座
刊

　

 （
〒
605-
0075　

京
都
市
東
山
区
四
条
通
大
和
大
路

　

西
入
る
中
之
町
一
九
八
）

　

二
〇
〇
六
・
二　

二
九
六
頁　

Ｂ
５ 

 

（K
D
11-H

29

）

　

約
四
〇
〇
年
前
、
京
都
の
四
条
河
原
で
出
雲
の
阿

国
が
創
始
し
た
か
ぶ
き
踊
り
が
、
歌
舞
伎
の
起
源
だ

と
さ
れ
る
。
そ
の
歌
舞
伎
発
祥
の
地
で
、
歌
舞
伎
と

共
に
四
〇
〇
年
近
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
由
緒
あ
る

劇
場
が
南
座
で
あ
る
。

　

毎
年
冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
、
鴨
川
べ
り
四
条
大

橋
の
た
も
と
、
破
風
造
り
の
典
雅
な
劇
場
の
正
面
櫓

下
に
、
顔
見
世
に
出
演
す
る
歌
舞
伎
俳
優
の
名
前
を

連
ね
た
招
き
看
板
が
掲
げ
ら
れ
る
。南
座
顔
見
世
は
、

単
に
恒
例
の
歌
舞
伎
興
行
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
京

都
の
歳
末
を
彩
る
年
中
行
事
と
し
て
広
く
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　

顔
見
世
は
、
翌
年
一
年
の
一
座
の
顔
ぶ
れ
を
披

露
す
る
興
行
を
意
味
し
、
江
戸
時
代
か
ら
各
劇
場

で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
京
都
以
外
で
は
そ
の
伝
統
が

次
第
に
廃
れ
て
い
っ
た
。
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）

年
、
南
座
の
経
営
に
乗
り
出
し
た
松
竹
は
、
伝
統

を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
豪
華
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る
大
興

行
と
し
て
顔
見
世
を
再
出
発
さ
せ
た
。
以
来
、
南
座

顔
見
世
は
一
年
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
平
成
一
七

（
二
〇
〇
五
）
年
に
百
年
目
を
迎
え
た
。
松
竹
が
毎

年
総
力
を
結
集
す
る
南
座
顔
見
世
は
、
こ
の
百
年
間

常
に
歌
舞
伎
興
行
の
中
心
に
あ
り
、
歌
舞
伎
興
行
の

華
で
あ
り
続
け
た
。
南
座
顔
見
世
百
年
の
歴
史
は
、

近
代
歌
舞
伎
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
と
も
言
え

る
。

　

本
書
は
、
南
座
顔
見
世
百
年
を
記
念
し
て
、
百
年

間
の
興
行
記
録
等
を
松
竹
南
座
が
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
同
じ
く
松
竹
が
編
纂
し
た
『
昭
和
の
南
座
』

（
松
竹
刊
、
一
九
九
一―

一
九
九
二
、
当
館
請
求
記

号K
D
11-E13

）
に
、
昭
和
期
の
南
座
の
全
興
行
の

詳
細
な
記
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
の
興

行
記
録
の
概
要
は
、
堂
本
寒
星
著
『
南
座
』（
文
献

書
院
、
一
九
二
九
、
当
館
請
求
記
号774.2-D

96m

）



552号／2007③国立国会図書館月報 ― 32 ―

に
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
顔
見
世
興
行
の
み
に

つ
い
て
詳
細
な
記
録
を
通
覧
で
き
る
資
料
は
公
刊

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
書
は
今
後
、
南
座
顔
見

世
の
歴
史
を
知
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
基
本
資
料

と
な
る
に
違
い
な
い
。

　

本
書
は
、
百
年
間
の
各
興
行
の
記
録
資
料
が
内

容
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
他
に
劇
場
写
真
な
ど

の
図
版
や
顔
見
世
の
概
説
・
略
史
な
ど
が
添
え
ら

れ
て
い
る
が
、
本
書
の
真
価
は
、
専
ら
こ
の
編
年

体
の
興
行
資
料
の
部
分
に
見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

興
行
資
料
の
部
分
は
、
各
興
行
に
つ
い
て
年
代

順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
統
一
し
た

体
裁
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
見
開
き
は
上
下
二

段
に
分
け
ら
れ
、
上
段
は
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の

ま
ま
に
、
興
行
名
、
初
日
・
千
穐
楽
の
日
付
、
開

演
時
刻
、演
目
名
、幕
数
と
場
割
り
、お
も
な
配
役
、

ス
タ
ッ
フ
・
邦
楽
演
奏
者
名
が
載
せ
ら
れ
、
各
演

目
・
各
幕
の
上
演
時
間
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。
下

段
に
は
、
公
演
時
の
話
題
や
関
連
記
事
、
休
演
・

代
演
情
報
、
芸
談
・
劇
評
の
抄
録
、
終
演
時
刻
、

観
劇
料
金
、
舞
台
写
真
・
錦
絵
、
そ
の
年
の
古
典

芸
能
関
係
死
亡
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
、
そ
の
年

の
顔
見
世
が
完
全
に
再
現
で
き
る
。
歌
舞
伎
に

興
味
を
持
つ
読
者
が
是
非
と
も
知
り
た
い
情
報
、

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
情
報
が
、
二
ペ
ー
ジ
と
い
う

限
ら
れ
た
紙
面
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
視
覚
的
に

も
大
変
わ
か
り
や
す
い
。
歌
舞
伎
の
楽
し
み
を
知

り
尽
く
し
た
人
な
ら
で
は
の
、
心
憎
い
ば
か
り
の

編
集
ぶ
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
例
え
ば
、
興
行
日
数
や
観
劇
料
金
の

変
遷
を
た
ど
る
、
同
一
演
目
の
上
演
時
間
の
違
い

を
比
較
す
る
、
下
段
記
事
を
手
が
か
り
に
当
時
の

社
会
背
景
を
探
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

本
書
の
デ
ー
タ
や
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
歌
舞
伎
好
き
に
と
っ
て
興
味
が
尽
き
な
い
だ

け
で
な
く
、
調
査
研
究
用
と
し
て
も
便
利
な
一
冊

で
あ
る
。

　

巻
末
に
は
、
各
興
行
の
招
き
看
板
、
演
目
別
上

演
回
数
・
上
演
年
一
覧
、
演
目
名
索
引
な
ど
も
付

さ
れ
て
い
る
。
演
目
名
索
引
は
、
本
文
に
掲
載
し

た
演
目
名
で
書
き
出
さ
れ
て
い
る
が
、
演
目
の
通

称
も
重
複
し
て
項
目
に
立
て
る
な
ど
の
配
慮
が
あ

る
。
上
演
回
数
・
上
演
年
一
覧
と
索
引
に
わ
ず
か

な
不
備
が
あ
り
、
誤
植
も
何
か
所
か
見
受
け
ら
れ

る
が
、
本
書
の
価
値
に
変
わ
り
は
な
い
。
南
座
顔

見
世
百
年
の
華
や
ぎ
と
重
み
を
追
体
験
で
き
る
、

ま
た
と
な
い
贈
り
物
で
あ
る
。

 

（
岡お
か

村む
ら　

志し

嘉が

子こ

）

　

一
月
二
八
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
、

当
館
代
表
者
が
ソ
ウ
ル
の
韓
国
国
会
図

書
館
を
訪
問
し
、
第
四
回
業
務
交
流
を

行
っ
た
。
訪
問
者
は
、
中
川
秀
空
調
査

及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
調

査
員
お
よ
び
田
中
敏
同
社
会
労
働
課
副

主
査
の
二
名
で
あ
る
。

　

業
務
交
流
は
二
つ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
行
わ

れ
た
。
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
両
館
の

現
状
に
お
け
る
課
題
」を
テ
ー
マ
と
し
、

当
館
か
ら
は「
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
指
針
」

お
よ
び
「
第
二
次
国
会
サ
ー
ビ
ス
基
本

計
画
」の
策
定
と
実
施
状
況
に
つ
い
て
、

韓
国
側
か
ら
は
韓
国
国
会
図
書
館
の
組

織
再
編
と
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
た
。
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
「
高
齢
化
社
会
対
策
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
当
館
か
ら
は
日
本
の
高
齢
化
の
現

状
と
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
、
韓
国

側
か
ら
は
韓
国
の
高
齢
化
の
現
状
と
高

齢
者
の
投
票
行
動
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
た
。

　

詳
細
は
本
誌
五
五
五
（
二
〇
〇
七

年
六
月
）号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

当館の最近の動き NDL news

韓
国
国
会
図
書
館
と
の
第
四
回

業
務
交
流
の
終
了
に
つ
い
て
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月　

例　

報　

告

お
も
な
人
事

 

防
衛
事
務
官　

宮
田　

幸
男

国
立
国
会
図
書
館
支
部
防
衛
省
図
書
館
長
を
命
ず
る

 
防
衛
事
務
官　

永
田　
　

明

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

　

以
上
平
成
十
九
年
一
月
九
日
付
け

 

判
事　

大
谷　

直
人

国
立
国
会
図
書
館
支
部
最
高
裁
判
所
図
書
館
長
を
免

ず
る

 

判
事　

小
川　

正
持

国
立
国
会
図
書
館
支
部
最
高
裁
判
所
図
書
館
長
を
命

ず
る

　

以
上
平
成
十
九
年
一
月
十
五
日
付
け

 

警
視
長　

岩
瀬　

充
明

国
立
国
会
図
書
館
支
部
警
察
庁
図
書
館
長
を
免
ず
る

 

警
視
長　

小
谷　
　

渉

国
立
国
会
図
書
館
支
部
警
察
庁
図
書
館
長
を
命
ず
る

　

以
上
平
成
十
九
年
一
月
十
九
日
付
け
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国際子ども図書館展示会

「大空を見上げたら－太陽・月・星の本」関連講演会のお知らせ

　国際子ども図書館では、展示会「大空を見上げたら－太陽・月・星の本」に親しん
でいただくため、「子ども読書の日」の行事を兼ねて、講演会を開催します。講師は、
展示会監修者である国立科学博物館主任研究員西城惠一先生です。展示会と合わせて
お楽しみ下さい。展示会、講演会は、いずれも入場無料です。

講演会

日　　　　時　 4月22日（日）14：00～
会 場　国際子ども図書館　3階ホール
講 師　西城　惠一氏
　　　　　　　（当展示会監修者　国立科学博物館理工学研究部主任研究員）
演 題　「天文の魅力を探る」
対 象　中学生以上　＊定員100名
申 込 方 法　直接来館、往復はがき、電子メール　※事前申込制（先着順）
問い合わせ先　国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課
　　　　　　　〒110-0007　東京都台東区上野公園12-49
　　　　　　　℡（03）3827-2053（代）　 e-mail　moon0422@kodomo.go.jp

展示会のご案内

開 催 期 間　 平成19年 2 月10日（土）～ 9月 9日（日）
休 館 日　  月曜日、こどもの日を除く国民の祝日・休日、資料整理休館日（第

三水曜日）
開 催 期 間　 9 ：30～17：00　詳細は国際子ども図書館ホームページ
　　　　　　　（http://www.kodomo.go.jp/）をご覧ください。

せお 知 ら
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NDL-OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）に
『雑誌記事索引　科学技術編』遡及データ追加

　平成19年 2 月26日に『雑誌記事索引　科学技術編』の1965年から1971年のデータ、
約42万件が検索可能となりました。この結果、NDL-OPAC（http://opac.ndl.go.jp/
index.html）で提供する雑誌記事データは、総計で約781万件となりました。
　『雑誌記事索引　科学技術編』は1950年に『雑誌記事索引　自然科学編』の名称で
冊子体での刊行を開始しました。これまで、1975年以降のデータはNDL-OPACで検
索できましたが、1974年までの約145万件のデータはデータベース化されていません
でした。昨年度に1972年から1974年分のデータ約18万件をNDL-OPACに追加してお
り、今年度分と合わせて遡及データ約60万件の検索が可能となりました。
　今後も遡及入力を継続していく予定です。

NACSIS-ILL経由・総合目録ネットワーク経由の
複写・貸出しの申込中止について

　これまでにお知らせしているとおり、平成19年 3 月末をもってNACSIS-ILL経由、
総合目録ネットワーク経由による複写・貸出しサービスを中止します。
　平成19年 4 月からはNDL-OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）にて
お申し込みください。※利用者IDとパスワードを取得している場合は、現時
点でもご利用いただけます。

　なお、最終受付日は以下のとおりです。
　　NACSIS-ILL経由の複写および貸出しのお申し込み―平成19年 3月31日
　　総合目録ネットワーク経由の貸出しのお申し込み―平成19年 3月30日
　詳しくは、当館ホームページ「NACSIS-ILL経由・総合目録ネットワーク経由の複写・
貸出しの申込中止について」（http://www.ndl.go.jp/jp/library/library_ndlillnews.html）
をご覧下さい。
　
　NDL-OPACによるお申し込みには利用者IDとパスワードが必要です。利用者ID
の取得の有無や申請、ご不明な点は、関西館文献提供課複写貸出係までお問い合わせ
ください。
　複写に関するお問い合わせ　　　　　　　　0774-98-1313（直通）
　利用者登録、貸出しに関するお問い合わせ　0774-98-1312（直通）

せお 知 ら
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電子展示会「近代日本人の肖像」に128人の肖像を追加しました

　電子展示会「近代日本人の肖像」は、近代日
本の形成に影響のあった人物の肖像を紹介する
ホームページ上の展示会です。
　 3月15日、これまで少なかった学者や文化人
を中心に、夏目漱石、樋口一葉など128人を追
加掲載しました。
　これにより、当初から掲載していた政治家、官僚、軍人、実業家等とあわせ、各
分野の人物約350人について、肖像をご覧いただけます。また、その人物の著作等が、
当館ホームページで提供している「近代デジタルライブラリー」（平成19年 2 月現在）
に収載されている場合は、リンクから資料の画像を見ることができます。」
これまで以上にご活用いただければ幸いです。
URL　http://www.ndl.go.jp/portrait/

アクセス方法　国立国会図書館ホームページ
（http://www.ndl.go.jp/）のギャラリーに電子
展示会への入り口を設けています。
問い合わせ先　国立国会図書館　主題情報部　
参考企画課　情報サービス第二係
電話 03-3506-5260 （直通）

せお 知 ら

新連載がはじまります　テーマは主題情報提供サービス

　４月から、シリーズ「知識をカタチに―国立国会図書館が目指す『主題情報提供サー
ビス』」の連載を開始します。
　現在、国立国会図書館が行っている、主題情報提供事業の現状および展望をわかり
やすく紹介します。どうぞご期待ください。

せお 知 ら

夏目漱石 樋口一葉 野口英世

西周河竹黙阿弥横山大観

本誌発売元の変更のお知らせ
　『国立国会図書館月報』は 4月から発売元が変更になります。継続購読をご希
望の方、新たに購読をご希望の方にはお申込書を郵送いたしますので、下記宛ご
連絡ください。今後ともご愛読くださいますよう、よろしくお願いいたします。

4 月からの発売元
社団法人日本図書館協会　
　〒104-0033　中央区新川 1－11－14　
　Tel　 03-3523-0812（販売直通）　Fax　03-3523-0842

なお、過去 3年分の在庫についても日本図書館協会で取り扱います。

552号／2007③国立国会図書館月報
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を国際的な連携のもとに行います。
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